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は じ め に 

 

富山県は、標高 3,000ｍ級の立山連峰から水深 1,000ｍを超える富山湾に至る高低差

4,000ｍのダイナミックな地形を有し、豊かで美しい自然環境に恵まれていることから、

新鮮で美味しい海の幸・野の幸・山の幸の宝庫となっています。 

また、全国有数の３世代同居率を誇る本県では、家庭や地域で創意・工夫に満ちた食

文化が受け継がれ、食卓を囲んでの家族の団らんが人々の心身を豊かなものにしてきまし

た。 

こうしたなか、県では、全国に先駆けて富山県食育推進会議を設置し、第１期及び第

２期の「富山県食育推進計画」に基づき、食育を県民運動として推進してまいりました。

その結果、地産地消の取組みなどが進展し、食育への理解は着実に広がっています。 

しかしながら、近年、生活様式の多様化等が進むなかで、伝統的な食文化の喪失や食

生活の乱れなど、さまざまな課題が生じてきており、これまで以上に、栄養バランスのよ

い「富山型食生活」や毎日のしっかりした朝食など健全な食生活の実践を図る必要が出て

きています。また、「富山物質循環フレームワーク」の採択も契機として、食品ロス・食

品廃棄物の削減など環境に配慮した食育の推進も重要となっています。 

 

このため、県では、食育の取組みのさらなる充実を図るため、このたび「第３期富山

県食育推進計画」を策定しました。 

第３期計画では、「①富山の『食』に着目した食育の推進」、「②ライフステージに応じ

た健康増進につながる食育の推進」、「③食の安全・安心や食の循環などを意識した食育の

推進」を３つの柱として、特に子ども・若者世代をターゲットに、食育の実践に向けた総

合的な取組みを進めてまいります。 

 

「食」は、私たちが生きていくうえで欠くことのできない、まさに命の源です。 

県民の皆様お一人おひとりが、この第３期計画に基づき、家庭や学校、地域などにお

いて食育を実践することで、生涯にわたり健康で豊かな生活を送られ、活力に満ちた地域

社会が実現することを願ってやみません。 

 

終わりに、計画策定にあたりご尽力いただいた富山県食育推進会議

の委員の皆様、貴重なご意見・ご提言をいただいた県民の皆様に、心

から感謝申しあげます。 

 

平成 30 年３月 

富山県食育推進会議会長 

富山県知事  石井 隆一 



  



　　　　　　

食の循環や環境を意識した食育 健康寿命の延伸に向けた食育 ライフステージに応じた食育 

子ども・若者世代をターゲットとした取組み 

県民が生涯にわたり健康で豊かな生活を送る 基本目標 

食育を理解し実践につながる取組み 

第３期 富山県食育推進計画の概要 

H17.6       食育基本法制定 
H17.9       富山県食育推進会議 設置 
H18年度～H22年度 富山県食育推進計画（第１期） 
H24年度～H28年度 富山県食育推進計画（第２期） 

これまでの 

経 過 

            

県民が生涯にわたって健康で豊かな生活を送れるよう、 
「食育」を着実に推進していくための行動計画 
（食育基本法、富山県食育推進会議条例に基づく計画） 

計画の 
位置付け 

推進施策の内容 目 標 指 標 推進施策の体系 

2018年３月（H29年度）策定  目標：2021年度 

計画推進 

 の視点 

重点的な取組み 

 ・食育推進運動の充実
食育講座の開催やＨＰ、ＳＮＳの活用等による食育実践の啓発　など

・食育推進体制の充実
県食育推進会議を中心とした関係機関の連携による県民ぐるみの取組みの推進　など

・生産・供給体制の強化
野菜・果実等の生産拡大、直売所・インショップ等への支援　など

・新たな県産品の活用
「県産品購入ポイント制度」の充実、県産食材を活用したメニュー開発支援　など

・生産者と消費者の交流促進
生産者や食への感謝の心を育む農林漁業体験活動の充実　など

・富山の伝統的な食文化の伝承
「とやま食の匠」の活動や「三世代ふれあいクッキングセミナー」の開催支援　など

・新たな食文化の創造
「富山県ふるさと認証食品」の普及等、新たな産品の開発支援　など

・望ましい食習慣の形成に向けた普及啓発
「早寝早起き朝ごはん」運動等による、子どもの望ましい食習慣の形成の推進　など

・家庭で楽しい食生活の実践と支援
「とやま家族ふれあいウィーク」等での家族揃っての食事の大切さの啓発　など

・家庭・地域等と連携した食育の推進
栄養教諭や食育リーダーによる保護者への食育活動の充実　など

・豊かな農林水産資源を生かした食の体験、学校給食の推進
学校給食への県産食材の利用拡大、農林漁業体験活動の充実　など

・健全な食生活や生活習慣の確立に向けた食育の推進
一人暮らしの大学生や社会人等を対象とする調理教室等の充実　など

・健康寿命延伸に向けた食育の推進
減塩や野菜摂取促進メニューを提供する「健康寿命日本一応援店」の取組み　など

・豊かな農林水産資源を生かした食の体験の推進
農林漁業体験活動、地場産食材の調理活動の充実　など

・健康寿命延伸に向けた食育の推進
よく噛んで味わって食べる大切さの啓発、高齢者の低栄養の予防　など

・地域全体で食育に取り組む体制の充実
食の経験を生かした高齢者や食育リーダーによる活動の支援　など

・食に関する情報の理解促進
食の安全に関する情報提供の充実、適正な食品表示の推進　など

・安全な農林水産物等の供給
とやまＧＡＰに基づく生産管理やＨＡＣＣＰ手法による衛生管理の推進　など

・食品ロス等の発生を減らす食生活の推進
正しい食品保存等の理解の促進、「３０１５運動」による啓発　など

・自然環境や食べ物を大切にする心の醸成
農作物の栽培や収穫等の農林漁業体験活動を通じた食への感謝の醸成　など

１
食の安全確保の推進

２
食の循環や環境を
意識した食育の推進

Ⅰ
富山の「食」に
着目した
食育の推進

Ⅱ
ライフステージに
応じた
健康増進につながる
食育の推進

Ⅲ
食の安全・安心や
食の循環を意識した
食育の推進

１
食育県民運動の展開

２
地産地消の推進や
生産者と消費者の交流

３
魅力ある食文化の
継承・創造

１
子どもに対する
食育の推進

２
若者世代に対する
食育の推進

３
働き盛り世代・高齢者に
対する食育の推進

 策定時2016(H28) 目標値（2021）

① 91.2% 95%以上

② 54.6% 60%以上

③

93.9% 100%

26.7% 50%以上

68.4% 80%以上

④ 64億円 79億円以上

⑤ 36.1億円 45億円以上

⑥ 4,458 6,500以上

新 ⑦ 58,877人 64,500人以上

新 ⑧ 40回 60回以上

⑨ 313 350以上

「食育」に関心がある県民（成人）

カロリーやバランスを考えて
食事をする県民（成人）

項　目

「富山型食生活」を実践している県民（成人）

・魚介類を１日に１回以上取る

・ご飯を１日に１回以上食べる

・野菜を１日に350g（小鉢５皿程度）
　取る

「地産地消『とやまの旬』応援団」
登録数

県産食材（野菜・いも類）産出額

農林漁業体験者数

直売所・インショップ販売額

「とやま食の匠」派遣回数

「富山県ふるさと認証食品」数

策定時2016(H28) 目標値（2021）

⑰ 97.8% 100%

新 ⑱ 62.9% 80%以上

項　目

食品ロス削減のための取組みを
行っている県民の割合

食品表示が適正な店舗

策定時2016(H28) 目標値（2021）

小５ 0.8%
限りなく

ゼロに近づける

中２ 2.0%
限りなく

ゼロに近づける

20歳代 11.4% 5%以下

30歳代 3.8% 5%以下

新 ⑪ 510t 700t以上

⑫ 91.8% 95%以上

20歳代 28.3% 20%以上30%未満

30歳代 27.1% 20%以上30%未満

男性 11.0g 8g未満

女性 9.1g 7g未満

⑮ 29.5% 25%以下

⑯ 23.1% 15%以下

⑩

項　目

⑬
脂肪から摂取する
エネルギー比率

食塩の１日当たり摂取量
（成人）

⑭

低体重者 （20～30 歳代女性）

学校給食における県産食材の利用量

肥満者（20～60 歳代男性）

家族で朝食又は夕食を取る県民
（成人）

朝食を欠食する県民の割合
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Ⅰ 「第３期富山県食育推進計画」の策定について 

 

○ 食育は、さまざまな経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践することができる人間を育てる取組みです。 

県民一人一人が「食」について改めて意識を高め、自然の恩恵や「食」に関わる人々

のさまざまな活動への感謝の念や理解を深めつつ、「食」に関して信頼できる情報に基

づく適切な判断を行うことができるよう、家庭、学校、幼稚園、保育所、地域等を中心

に、食育の推進に取り組んでいくことが必要です。 

 

○ 富山県では、全国に先駆け2005（平成17）年９月に設置した「富山県食育推進会議」

での議論や県民からの貴重な意見等をもとに、2006（平成18）年８月に「富山県食育推

進計画（計画期間：2006（平成18）年度～2010（平成22）年度）」（以下「第１期計画」）

を、2012（平成24）年８月に「第２期富山県食育推進計画（計画期間：2012（平成24）

年度～2016（平成28）年度）」（以下「第２期計画」）を策定し、県民運動として食育を

推進してきました。 

 

○ この結果、直売所・インショップ１）の販売額や農林漁業体験・調理体験を実施する

学校の割合等で目標を達成する一方、カロリーや栄養バランスを考えた食事や「富山型

食生活」２）を実践する県民の割合、栄養バランスの改善度合、肥満者・低体重者の割

合等で目標に達していないことなどから、さらに改善に取り組まなければなりません。 

 

○ また、近年、地場産食材を生かした郷土料理や家庭の味、地域の食文化が十分に伝え

られないまま、その特色が失われつつあることが懸念されており、特に若者世代へしっ

かりと食文化の継承を行っていくことが重要となっています。 

 

○ さらに、我が国において、大量の食品廃棄物が発生し、環境に大きな負荷を与えてい

る状況に鑑み、食に対する感謝の念や理解を一層深めるとともに、食べられるのに捨て

られてしまう食品ロスの削減等、環境に配慮した食育を推進していく必要があります。 

 

○ このような状況を踏まえ、「第３期富山県食育推進計画」（以下「第３期計画」）を策

定し、県民の健康で豊かな生活の実現に向け、引き続き食育を総合的かつ計画的に推進

していきます。 

 

 

                           
１）インショップ 食品スーパー等小売店内に設置された常設コーナーで、生産者が価格・品目・規格を決定した青
果物を販売する形態。 

２）「富山型食生活」（詳細 p5） 富山県のおいしい米、新鮮な魚介、野菜などの旬の地場産食材や、地域に伝わる伝
統的な食文化を活かした栄養バランスのよい食生活。 
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Ⅱ 第２期計画の実施状況 

 

１ 推進施策の取組状況 

第２期計画では、① 富山の「食」に着目した「富山型食生活」の確立、 ② 家族

そろった楽しい食事で健全な食生活の実現、 ③ 家庭を中心とした食育を地域社会で

もしっかりと支援 の３つを柱に、各種取組みを推進してきました。 

 

① 富山の「食」に着目した「富山型食生活」の推進 

・地場産食材を活用した家庭料理のメニュー集等の配付、食育推進フォーラムの開

催等を通じて、「富山型食生活」の普及に努めました。 

・地場産食材等の直売、学校給食等での利用促進、「越中とやま食の王国３）フェスタ」

等のイベントでのＰＲや「県産品購入ポイント制度」４）の実施などで、地産地消

の普及定着を図りました。 

・６次産業化５）や農商工連携６）による新商品の開発、販路開拓を支援するとともに、

県産食材を活用した「越中料理」のＰＲや「とやま食の匠」７）による普及活動な

ど、魅力ある食文化の継承・創造に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           
３）「越中とやま食の王国」 特産品やおみやげの紹介、イベント情報、各種料理レシピの紹介、さらには「ふるさ
と認証食品」、「とやま食の匠」、「とやま食の街道」など、地産地消に関する取組み等の情報を満載して、富山の食
文化を県内外へ発信する県のホームページ。 
富山ならではの食文化の魅力を県内外に広く紹介するイベント「越中とやま食の王国フェスタ」も開催している。 

http://www.shoku-toyama.jp/ 
４）「県産品購入ポイント制度」 県産品を優先的に選んでもらうため、県産品に付いている「地産地消シール」等
を集めて応募すると抽選でとやまの特産物をプレゼントする制度。 

５）６次産業化 農林漁業者が生産（１次産業）に加え、加工（２次産業）や販売等（３次産業）を行うことで、生
産物の高付加価値化を図る取組み。 

６）農商工連携 農林漁業者と商工業者が互いの技術やノウハウを連携させ、新商品の開発や販路拡大等に取り組む
もの。 

７）「とやま食の匠」 地域で育まれてきた「とやまの食」について、卓越した知識と技能を有し、その普及活動を
積極的に行える個人や団体（県が認定）。依頼に応じて学校、企業、団体等で普及活動を実施。 

 

主な活動実績（2012（H24）年度～2016（H28）年度） 
 
◆「富山型食生活」等に関する各種モデルメニュー集等の作成 

とやまの家庭料理 10,000 部作成、食に関するイベント等で配付、活用 など 
 
◆各種メディア等を活用した食育の普及啓発 

ＳＮＳによる発信、テレビ県政番組での食育活動紹介 延べ 8 回、ミニコミ誌への掲載、各種イベント
でのＰＲ など 

 
◆食育推進フォーラムの開催 

有識者による講演、地域での食育実践活動の紹介、交流など 5 回開催、来場者数延べ 860 人 
 
◆「越中とやま食の王国フェスタ」等の開催 

地産地消を推進するイベント「越中とやま食の王国フェスタ」、「地産地消県民交流フェア」等を開催 
延べ 10 回開催、来場者数延べ 148,000 人 

 
◆「県産品購入ポイント制度」の実施 

応募数延べ 84,537 件 参加店舗延べ 1,888 店舗 
 
◆「とやま食の匠」の派遣 

学校、企業、団体等でのとやまの食の魅力発信等の活動を実施 派遣回数延べ 224 回 

http://www.shoku-toyama.jp/
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② 家族そろった楽しい食事で健全な食生活の実現 

・栄養教諭８）を増員し、学校給食等を通じて児童・生徒に望ましい食習慣や地域の

食文化など食に関する指導を充実させるとともに、「『早寝早起き朝ごはん』国民運

動」９）や「『毎日しっかり朝ごはん』運動」10）で望ましい生活習慣の定着を図るな

ど、学校、家庭、地域が一体となった取組みを推進しました。 

・子どもと、さまざまな世代の地域住民が交流しながら取り組む、地場産食材を活用

した調理や農林漁業体験などの機会の充実に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           
８）栄養教諭 学校における食育の推進に中核的な役割を担い、児童生徒への個別指導や他の教職員・家庭・地域と
連携した食に関する指導と、学校給食の栄養管理、衛生管理などを一体的に行う。 

９）「『早寝早起き朝ごはん』国民運動」 子どもが健やかに成長するため、「早寝早起き朝ごはん」を核とする規則
正しい生活習慣の確立を社会全体の問題として推進する取組み。文部科学省の事業をきっかけに、子どもの健全育
成に関心を持つ企業・団体等で構成する「早寝早起き朝ごはん」全国協議会が母体となって推進。 

10）「『毎日しっかり朝ごはん』運動」 朝食をしっかり食べて一日を元気に過ごす子どもの育成を目指す富山県教育
委員会による取組み。 

主な活動実績（2012（H24）年度～2016（H28）年度） 

 
◆子どもと地域住民がいっしょに取り組む食育の推進 

地域の伝統食の調理、農林水産物の加工体験等を行う「とやま食材ふれあい講座」の開催など 

延べ 1,184 回開催、参加人数延べ 62,617 人 

 
◆三世代ふれあいクッキングセミナーの開催 

三世代が調理を通じて交流し、食べ物を大事にするこころや健康にとっての食の大切さを学ぶ取組み 
延べ 476 回開催、参加人数延べ 17,494 人 

 

◆学校給食における県産食材の活用 
県産野菜や果実等を活用した特別給食、県産米による米飯、米粉パン給食の実施、富山湾の魚の提供な

ど 活用実績延べ 2,671 トン、特別給食実施延べ 1,372 校、魚の食材提供延べ 158.6 万食 
 
◆朝食の大切さの啓発 

朝食の役割や朝食を取る習慣を身につけることの大切さ等を啓発する「早寝早起き朝ごはん」国民運動、
「毎日しっかり朝ごはん」運動の展開など。啓発資料として、クリアファイル延べ 49,670 個、カレンダー
延べ 3,200 部、ランチマット延べ 9,500 枚を県内全小・中・高・特別支援学校に配付。家庭教育かわら版
延べ 33 万部を幼稚園、保育所、小学校 1･2 年の子どもの保護者に配布など 
 

◆栄養教諭による活動の充実 
栄養教諭 7 人増員、保護者対象の講演会や親子料理教室等 延べ 210 回実施 
 

◆地域への「富山型食生活」の普及活動 
一般住民を対象に旬の地場産食材を使用した郷土料理の調理実習等を行う「いきいきとやま食育クッキ

ング」を延べ 146 回開催（参加者数延べ 4,685 人） 
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③ 家庭を中心とした食育を地域社会でもしっかりと支援 

・「食育リーダー」11）等による講習や就学児の保護者世代等へのセミナー開催、社員

食堂や外食産業と連携した働く世代への食育推進、「とやま子育て応援団」12）によ

る家族そろっての食事の機会の啓発など、地域における食育推進体制の充実に努め

ました。 

・食品安全フォーラムや食品表示講習会等の開催、消費者による「食品表示ウォッチ

ャー」13）の活動等により、食品安全や適正な食品表示の確保、適時適切な情報提

供等に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           
11）「食育リーダー」 食育に関する技術・知識を有する者として、食育に関わる各種団体から推薦された医師、管
理栄養士・栄養士、食生活改善推進員、調理師等を「食育リーダー」として県が登録し、学校や地域が主催する講
演・研修等に派遣する制度。 

12）「とやま子育て応援団」 「とやま家族ふれあいウィーク」(毎月第３日曜日から始まる１週間)を中心に、子ども
連れの家族が、協賛店・施設等を利用した場合に、とやま子育て応援団シンボルマークを提示することで各種サー
ビスを受けることができる制度。 

13）「食品表示ウォッチャー」 消費者が日常の買い物の機会等を利用して食品表示状況をモニタリングし、不適正
な食品表示について情報提供する制度。これに基づき国や県が確認調査し、必要に応じ改善指導を行う。 

14）リスクコミュニケーション 消費者、事業者、行政等の関係者の間で、リスク（健康への悪影響など）に関する
情報や意見の共有を図ること。 

主な活動実績（2012（H24）年度～2016（H28）年度） 

 
◆外食産業等と連携した「富山型食生活」の普及啓発 

県民の健康づくりを支援する協力店を巡回訪問し、「富山型食生活」モデルメニューの配付等を実施 

延べ訪問店舗数 572 店舗 

 

◆食生活改善チェックシートの活用 
日常の食事内容を点検し改善等のポイントを確認できるチェックシートを年代別（若者男性、女性、シ

ニア、中高年男性、ジュニア向け）に延べ 42,000 部作成、各種イベントや地域の食育講座等で配付、活用 

 

◆若者世代や若い保護者世代への食育講座の開催 
食生活について課題の多い若者世代等を対象に、高校、専門学校、事業所等に講師を派遣し、食生活の

正しい知識を普及啓発する講習会等を開催 

若者世代を対象に延べ 70 回開催（参加者延べ 2,715 人） 
 

◆食育リーダーによる取組み 

食育リーダー登録者 53 人（2017（H29）.3.31 現在）、延べ 267 回派遣、食育講座・料理教室等を実施 
 

◆民間企業等と連携した食による健康増進の取組み 

「ﾊﾞﾗﾝｽｱｯﾌﾟ健康ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業」（社員食堂、配達弁当等と連携した健康に配慮した食事の提供等） 

「富山版減塩プロジェクト」（減塩商品の開発、学校給食パンの減塩化等） 

「サラベジ！推進プロジェクト」（社員食堂等での野菜摂取促進、健康づくりの取組みの情報発信等） 

「ヘルスアップお惣菜プロジェクト事業」（スーパー等の健康に配慮された弁当・お惣菜 5 品を認証） 

「めざせ健康寿命日本一」応援キャンペーン（事業所、スーパー等にポスター配付等） 

カゴメ㈱と連携し、野菜ジュースのパッケージデザイン（側面）に富山県の健康広報スペースの確保 

                                       約 10 万本販売 
 

◆食品安全フォーラム等の開催 

食品安全情報の提供、リスクコミュニケーション
14）

等を行うフォーラム、震災復興イベント等を開催 

延べ 11 回開催、参加人数延べ 14,400 人 

 

◆食品表示ウォッチャーの活動 
消費者が食品表示ウォッチャーとして食品表示状況のモニタリングを実施 延べ 5,453 店舗を調査 
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「富山型食生活」について 

 

 
 

今なぜ「富山型食生活」なのでしょうか 

 

私たちの食生活は、以前は、ごはんを中心に、大豆、野菜、魚など身近で生産さ

れる素材を用い、しょうゆ、みそ、だしなどで味付けされた副食を組み合わせたも

のが典型でした。これに畜産物などが加わり、昭和 50 年頃には、栄養バランスが整

った健康で豊かな食生活が実現しました。 

 

しかしその後、お米の消費が減る一方、脂肪の摂取が年々多くなるなど、食事の

栄養のバランスが崩れ、近年では、生活習慣病が増加する一因ともなっています。 

 

そこで、富山県では、富山米と新鮮な魚介、野菜、肉などの旬の地場産食材や、

地域に伝わる伝統的な食文化を活かした栄養バランスの良い「富山型食生活」を  

実践しています。  

 

 

「富山型食生活」をおすすめする理由、ほかにも 

 

旬の地場産食材をおいしく味わう「富山

型食生活」は、栄養バランスの改善が期待

できるばかりでなく、知らず知らずのうち

に地域の農林水産業の応援になったり、伝

統的な食文化の継承や新たな創造に結び付

いていく、まさにそれが「食育」の取組み

なのです。  

 

家族そろって会話を楽しみながら、よく

噛んでちょうどいい量をゆっくり食べる、

「富山型食生活」は県民の皆さんが生涯に

わたり健康で豊かな生活を送ることにつな

がると考えています。 
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２ 第２期計画の成果 

第２期計画において、食育推進の成果を客観的に把握するために設定した 16 の「数値

指標」の達成状況は、表１のとおりです。 
 
表１ 数値指標の達成状況 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 
評価 

富
山
の
「
食
」
に
着
目
し
た
「
富
山
型
食
生
活
」
の
推
進 

富
山
型
食
生
活
の
普
及
な
ど 

県
民
運
動
の
展
開 

❶「食育」に関心がある県民（成人）の割合 94.1% 91.2% 95%以上 △ 

❷カロリーやバランスを考えて食事をする 
県民（成人）の割合 31.2% 54.6% 60%以上 ◎ 

❸「富山型食生活」を実践している県民（成人）の割合 

・１日に１回以上ご飯を食べる 98.5% 93.9%  100% △ 

・野菜料理を１日に小鉢５皿程度とる 30.7% 26.7%  50%以上 △ 

・魚介類を１日に１回食べている 67.3% 68.4%  80%以上 ○ 

地
産
地
消
の

推
進 

❹県産食材の生産拡大 
（野菜・いも類産出額） 53 億円 64 億円 65 億円 ◎ 

❺直売や契約販売の拡大 
（直売所・インショップ販売額） 20.8

億円 36.1
億円 25 億円 ☆ 

❻「地産地消『とやまの旬』応援団」登録数 2,106 4,458 6,000 ◎ 

食
文
化

継
承
等 

❼「とやま食の匠」認定数 146 159 180 ○ 

❽「富山県ふるさと認証食品」認証数 288 313 300 ☆ 

家
族
そ
ろ
っ
た
楽
し
い
食
事
で

健
全
な
食
生
活
の
実
現 

家
族
そ
ろ
っ
た

健
全
な
食
生
活 

❾朝食を欠食する子どもの割合 
小５ 0.8% 0.8% 0% △ 
中２ 1.9% 2.0% 0% △ 

❿朝食を欠食する若者の割合 
20 歳代 5.4% 11.4%  5%以下 △ 
30 歳代 5.2% 3.8%  5%以下 ☆ 

⓫家族で食事（朝食又は夕食）を取る 
県民（成人）の割合 89.8% 91.8% 95%以上 ○ 

幼
保
学
校

等
の
食
育 

⓬農林漁業体験・調理体験を実施している 
学校の割合 100% 100% 100% ☆ 

⓭学校給食における県産食材の利用割合 30%以上 30%以上 30%以上 ☆ 

家
庭
を
中
心
と
し
た
食
育
を 

地
域
社
会
で
し
っ
か
り
と
支
え
る 

地
域
で
支
え
あ
う
食
育
の
推
進 

⓮栄養バランスの改善度合 

・脂肪からの摂取エネルギー 
比率 

20 歳代 28.0% 28.3%  20%以上 30%未満 ☆ 
30 歳代 26.6% 27.1%  20%以上 25%未満 △ 

・食塩の１日当たりの摂取量 
（成人） 

男性 12.2g 11.0g  9g 未満 ○ 
女性 10.5g 9.1g  7.5g 未満 ○ 

・野菜料理を１日に小鉢５皿程度とる 
県民（成人）の割合［再掲］ 30.7% 26.7%  50%以上 △ 

⓯肥満者の割合（20～60 歳代男性） 32.6% 29.5%  25%以下 ○ 

低体重者の割合 （20～30 歳代女性） 18.4% 23.1%  15%以下 △ 

食
の 

安
全 

⓰食品表示が適正な店舗の割合 95.2% 97.8% 100% ○ 

（注）表１において、 
・「評価」欄  ☆…目標値を達成    ○…達成度が 60％以下 

 ◎…達成度が 60％超   △…策定時から改善せず 
     達成度：（現状値－策定時数値）／（目標値－策定時数値） 
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① 富山の「食」に着目した「富山型食生活」の推進 

（富山型食生活の普及など県民運動の展開） 

・県民総ぐるみの運動として食育の普及啓発に取り組み、食育に関心のある県民の割合

は９割を超えるものの、やや低下しました。 

・食育の実践に関しても、カロリーやバランスを考えて食事をする県民の割合、「富山

型食生活」を実践している県民の割合とも、目標は達成できませんでした。 

 
表２ 「食育」に関心がある県民の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

❶「食育」に関心がある県民（成人）の割合 94.1% 91.2% 95%以上 △ 

出典：「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課）  

 
表３ カロリーやバランスを考えて食事をする県民の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 
評価 

❷カロリーやバランスを考えて食事をする
県民（成人）の割合 

31.2% 54.6% 60%以上 ◎ 

出典：「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課）  

 

表４ 「富山型食生活」を実践している県民の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

❸「富山型食生活」を実践している県民（成人）の割合 

・１日に１回以上ご飯を食べる 98.5% 93.9%   100% △ 

・野菜料理を１日に小鉢５皿程度とる 30.7% 26.7%   50%以上 △ 

・魚介類を１日に１回食べている 67.3% 68.4%   80%以上 ○ 

出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課） 

 

（地産地消の推進） 

・県産品の生産・供給体制については、県産食材（野菜・いも類）の産出額は、各ＪＡ

の「１億円産地づくり」15）の取組み進展などで増加しているものの、目標は達成で

きませんでした。 

・一方、県産品の直売や契約販売を行う直売所・インショップの販売額は着実に増加

し、目標を達成しました。 

・また、地産地消の趣旨に賛同し積極的に取り組む個人や団体で構成する「地産地消

『とやまの旬』応援団」16）の登録数は増加しているものの、目標は達成できません

でした。 

 

 

 

 

 

 

                           
15）「１億円産地づくり」 ＪＡが主体となった、野菜等園芸作物の大規模産地づくりの取組み。県内15ＪＡで23の

戦略作物（2017（H29）.6現在）を定めて栽培を推進。県は2010（平成22）年度から、栽培技術の実証･確立、販路
開拓、専用機械や共同施設の整備などの支援を実施。 

16）「地産地消『とやまの旬』応援団」 地産地消の趣旨に賛同し、積極的に取り組む企業・団体、個人を応援団と
して募集・登録する制度。 
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表５ 県産食材の生産拡大 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

❹野菜・いも類産出額 53 億円 64 億円 65 億円 ◎ 

出典：「農林水産統計」（農林水産省） 

 
表６ 直売や契約販売の拡大 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 
評価 

❺直売所・インショップ販売額 20.8億円 36.1
億円 25 億円 ☆ 

出典：富山県農林水産企画課調べ 

 
表７ 「地産地消『とやまの旬』応援団」 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 
評価 

❻「地産地消『とやまの旬』応援団」登録数 2,106 4,458 6,000 ◎ 

出典：富山県農林水産企画課調べ 

 

（魅力ある食文化の継承・創造） 

・「越中とやま食の王国」のホームページやイベント開催等を通じて、富山の食の魅力

の情報発信等に努めました。一方、富山の食文化の伝承に中心となって取り組む「と

やま食の匠」は増加しているものの、目標は達成できませんでした。 

・農林漁業者による６次産業化や農商工連携の取組みを支援することにより、新商品の

開発や販路開拓など、新たな食文化の創造につなげました。また、「富山県ふるさと

認証食品」17）の認定数は着実に増加し、目標を達成しました。 

 

表８ 「とやま食の匠」 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

❼「とやま食の匠」認定数 146 159 180 ○ 

出典：富山県農林水産企画課調べ 

 

表９ 「富山県ふるさと認証食品」 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

❽「富山県ふるさと認証食品」認証数 288 313 300 ☆ 

出典：富山県農林水産企画課調べ 

 

 

 

 

                           
17）「富山県ふるさと認証食品」 主要原材料が富山県産 100％、製造工場等が富山県内にあることなどの基準を満た
す良質な農林水産加工食品を、ふるさと認証食品として全国に情報発信している。 
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② 家族そろった楽しい食事で健全な食生活の実現 

（家族そろった健全な食生活の実現） 

・「早寝早起き朝ごはん」国民運動や「毎日しっかり朝ごはん」運動の展開により、朝

食を欠食する子どもの割合は、小学５年生、中学２年生とも、いずれも低い値を維持

していますが、食習慣は個々の家庭に依るところが大きいため、目標達成までには至

りませんでした。若者世代については、30 歳代は目標を達成したものの、20 歳代は

逆に大幅に増加し、目標は達成できませんでした。 

・また、家族で食事を取る県民の割合はやや増加したものの、目標は達成できませんで

した。 

 

表 10 朝食を欠食する子どもの割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

❾朝食を欠食する子どもの 
割合 

小学５年生 0.8% 0.8% 0% △ 

中学２年生 1.9% 2.0% 0% △ 

出典：「とやまゲンキッズ作戦 健康づくりノート」（富山県保健体育課） 

 

表 11 朝食を欠食する若者の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

❿朝食を欠食する若者の割合 
20 歳代 5.4% 11.4%  5%以下 △ 

30 歳代 5.2% 3.8%  5%以下 ☆ 
出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課）  

 

表 12 家族で食事をとる県民の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

⓫家族で食事（朝食又は夕食）を取る県民 
（成人）の割合 

89.8% 91.8% 95%以上 ○ 

出典：「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課）  

 

（保育所・幼稚園・学校等における食育の推進） 

・農林漁業体験や調理体験は、すべての小・中学校が実施し、目標を達成しました。 

・学校給食に県産食材を活用する市町村の取組みの支援などにより、学校給食における

県産食材の利用割合は目標（30％以上）を達成しました。 

 

表 13 農林漁業体験・調理体験を実施している学校の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

⓬農林漁業体験・調理体験を実施している学校の割合 100% 100% 100% ☆ 

出典：「学校実態調査」（富山県小中学校課） 

 

表 14 学校給食における県産食材の利用割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

⓭学校給食における県産食材の利用割合 
 （品目数の利用割合） 

30%以上 30%以上 30%以上 ☆ 

出典：「学校給食栄養報告書」（富山県保健体育課）  
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③ 家庭を中心とした食育を地域社会でしっかりと支える 

（地域で支えあう食育の推進） 

・成人の栄養バランスの改善については、脂肪からの摂取エネルギー比率は、30 歳代

はほぼ横ばいで、改善が見られませんでした。また、食塩の１日当たり摂取量は、成

人男性、成人女性とも減少したものの、目標を達成できませんでした。 

・野菜料理を１日に小鉢５皿程度とる県民の割合は減少し、目標を達成できませんでし

た。 

 

表 15 栄養バランスの改善度合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 
評価 

⓮栄養バランスの改善度合 

脂肪からの摂取エネルギー 
比率 

20 歳代 28.0% 28.3%   20%以上 
30%未満 

☆ 

30 歳代 26.6% 27.1%  
20%以上 
25%未満 

△ 

食塩の１日当たりの摂取量 
男性 12.2g 11.0g  9.0g 未満 ○ 

女性 10.5g 9.1g  7.5g 未満 ○ 

「富山型食生活」を実践している県民（成人）の割合 
／野菜料理を１日に小鉢５皿程度とる［再掲］ 

30.7% 26.7%  50%以上 △ 

出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課）  

 

 
表 16 肥満者の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 
評価 

⓯肥満者の割合（20～60 歳代男性） 32.6% 29.5%  25%以下 ○ 

出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課）  

 

表 17 低体重者の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

⓯低体重者の割合（20～30 歳代女性） 18.4% 23.1%  15%以下 △ 

出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課）  

 

（食の安全確保） 

・適正な食品表示の確保に向け、講習会の開催、食品製造・販売業者への監視・指導等

を実施しました。県民に委託して食品表示状況をモニタリングする「食品表示ウォッ

チャー」の活動の結果、食品表示が適正な店舗の割合は増加し、目標に近づきました。 

 

表 18 食品表示が適正な店舗の割合 

項  目 
2010（H22） 

策定時 
2016（H28） 

現状値 
2016（H28） 

目標値 評価 

⓰食品表示が適正な店舗の割合 95.2% 97.8% 100% ○ 

出典：「食品表示ウォッチャー活動等報告」（富山県農産食品課） 
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Ⅲ 食を取り巻く状況 

 

１ 人口・世帯構造 

 

 

 

 

 

 
図１ 富山県の人口と高齢化率の将来推計 

 
出典：2015（H27）以前は「国勢調査」（総務省）、2020（H32）以降は「日本の将来推計 

人口（2012（H24）.1推計・出生中位死亡中位）」・「日本の都道府県別将来推計人口 
（2013（H25）.3推計）」（国立社会保障・人口問題研究所） 

 
図２ 富山県の１世帯当たり人員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「国勢調査」（総務省） 
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○ 富山県の人口は、1998（平成 10）年の 112 万６千人をピークに、全国より約 10 年

も早く減少が始まっており、2015（平成 27）年では 106 万６千人となっています。 

○ 一方で高齢化率注１）は上昇を続け、全国を上回っています。 

○ １世帯当たり人員は富山県、全国とも減少傾向となっています。 

                           
注１）高齢化率 65 歳以上の人口割合。 

3.79 3.72 
3.56 

3.33 
3.13 

2.99 
2.85 

2.73 

3.25 3.17 
3.01 

2.85 
2.70 

2.58 
2.46 2.38 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

1980

（S55）

1985

（S60）

1990

（H02）

1995

（H07）

2000

（H12）

2005

（H17）

2010

（H22）

2015

（H27）

１世帯当たり人員（富山県） １世帯当たり人員（全国）

１世帯当たり人員（人）１世帯当たり人員（人）



- 12 - 

２ 食習慣、栄養摂取等 

 

（１）食習慣の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図３ 富山県民が朝食をとる回数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課） 
 
 
図４ 毎日朝食をとる富山県民の割合（2016（H28）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課） 
 
 
 
 
 
 
 

○ 毎日、若しくはほとんど毎日朝食を取る県民の割合は減少傾向となっています。 

○ 特に 20 歳代・30 歳代の若い男性で、毎日朝食を取る割合が低くなっています。

全国的には未婚者に欠食が多く、その理由は、「手間が掛かる」のほか、「朝起きら

れない」「食欲がない」「食べなくても問題ない」が上位となっています。 

○ 朝食を欠食する小・中学生の割合は改善に至っていないものの低い割合を維持し

ています。 

○ 単身世帯の増加や高齢化の進行、ライフスタイルの多様化等を背景に、昭和 50～

昭和 60 年代に外食や食の外部化 18）が進行しました。その後、外食率注２）の伸びは

見られず、食の外部化率注３）との間に開きが生じており、中食
なかしょく

19）の増加がうかがわ

れます。 

                           
18）食の外部化 家庭内で行われていた調理や食事を家庭外に依存する状況や、こうした食料消費形態の変化に対応
した、食品産業における調理食品の提供や市場の開拓等の動向の総称。 

19）中食
なかしょく

 レストラン等へ出かけて食事をする外食と、家庭内で手づくり料理を食べる内食の中間にあって、家庭外 
での調理食品を家庭や職場・学校等でそのまま（調理加熱することなく）食べること、又はこれらの日持ちのしな
い食品の総称。 

注２）外食率 食料・飲料支出額に占める外食市場規模の割合。 
注３）食の外部化率 全国の食料・飲料支出額に占める料理品小売業・外食市場規模の割合。 
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図５ 朝食をとる頻度（全国、既婚・未婚別）（2014（H26）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「食育に関する意識調査報告書」（内閣府） 
 
 
図６ 朝食欠食の要因（全国、既婚・未婚別）（2014（H26）） 
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図７ 富山県民が家族と一緒に食べる割合【朝食】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課） 
 
 
図８ 富山県民が家族と一緒に食べる割合【夕食】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課） 
 
 
図９ 富山県民（小学５年生・中学２年生）が朝食を欠食する割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「とやまゲンキッズ作戦 健康づくりノート」（富山県保健体育課） 
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図10 全国の外食率と食の外部化率の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「外食率と食の外部化率の推移」（公益財団法人食の安全・安心財団）／ 

「第３次食育推進基本計画参考資料集」（内閣府） 
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（２）栄養摂取の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
図11 富山県民（１歳以上）のエネルギー産生栄養素の構成割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課） 
 
 

図12 富山県民（成人）の食塩摂取量（１日当たり） 

 
出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課） 
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○ 県民のエネルギー摂取量は減少傾向が続いています。たんぱく質・脂肪・炭水化

物の構成割合には大きな変化は見られません。 

○ 食塩の摂取量は、男女とも減少しているものの、摂取目標量注４）を未だに上回っ

ています。 

○ 野菜の摂取量は、どの年代についても摂取目標量注５）に達しておらず、特に 20 歳

～40 歳台の若い世代で不足しています。 

 
                           
注４）食塩の摂取目標量 「富山県健康増進計画（第２次）」において、１日当たり男性8.0ｇ未満、女性7.0ｇ未満。 
注５）野菜の摂取目標量 「富山県健康増進計画（第２次）」において、１日当たり 350ｇ。 
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図13 富山県民（成人）の野菜摂取量（１日当たり） 

 
出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課） 
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1 日３５０ｇの目標まで、 

あともう一皿分の野菜が 
不足しています！ 

野菜に含まれるカリウムは、体内

の余分な塩分の排出を促し、高血圧

予防に役立つほか、豊富なビタミン

は体の免疫力も高めます。 

また、食物繊維は、便通を促すだ

けでなく、血糖値の上昇をゆるやか

にするなど生活習慣病予防にも役立

ちます。 

野菜をもう一皿（70g 程度）！ 

野菜 70gの目安 
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（３）健康に関する状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
図14 健康寿命（2016（H28））と平均寿命（2015（H27））の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：健康寿命については厚生労働科学研究費補助金の研究班において算定 

平均寿命については「都道府県別生命表」（厚生労働省） 
 

 
図15 富山県民の肥満・正常（普通体重）・低体重者の割合（2016（H28）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「県民健康栄養調査」（富山県健康課） 

 

○ 本県における健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活でき

る期間）と平均寿命との差は、男性で約８年、女性で約 12 年となっています。 

○ 本県は、男性の 20 歳代及び 60 歳代以上で肥満の割合が、20 歳代の女性で低体重

（やせ）の割合が高くなっています。 
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３ 食品ロス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図16 食品ロスの認知度 

 
出典：「平成27年度消費者意識基本調査」（消費者庁） 

「平成28年度県政世論調査」（富山県） 
 
 
図17 食品を食べずに捨ててしまうことがあるか（全国）  図18 食べずに捨ててしまった原因（全国） 

   

出典：「食育に関する意識調査報告書（2017（H29）.3）」（農林水産省） 
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消費・賞味期限内に
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○ 県民の、食品ロス問題に対する認知度や食品ロス削減の取組みの実践度は、全国

に比べて、15 ポイント程度低くなっています。 

○ 全国では、約３人に１人が食品を食べずに捨ててしまうことがあり、その理由と

して、「消費・賞味期限内に食べられなかった」や「冷蔵庫等に保管したまま忘れた」

の割合が高くなっています。 

○ 食品ロス削減に向けては、本県と全国では概ね同じ取組みが上位となっているが、

本県では、「賞味期限経過後もすぐ廃棄せず食べられるかどうか判断する」、「冷凍保

存を活用する」、「飲食店等で注文しすぎない」が、全国に比べてやや低くなってい

ます。 

％ 

(単位：％) 
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図19 食品ロス問題の認知度、削減の取組みを行っている人の割合 

 
出典：「平成27年度消費者意識基本調査」（消費者庁） 

「平成28年度県政世論調査」（富山県） 
 
 
図20 食品ロスの削減のための取組みの状況 

 

出典：「平成27年度消費者意識基本調査」（消費者庁） 
「平成28年度県政世論調査」（富山県） 
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４ 地産地消 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図21 富山県の直売所・インショップの販売額・設置数 

 
出典：富山県農林水産企画課調べ 
 
図22 富山県の学校給食における県産食材活用量・品目数 

 
出典：富山県農林水産企画課調べ 
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○ 地産地消の推進に大きな役割を担う直売所・インショップの販売額については、

直売所は順調に販売額が伸びており、インショップは横ばいで推移しています。 

○ また、学校給食における県産食材の活用に関しては、品目数は増加しているもの

の、活用量は近年減少傾向となっています。 

○ 一方、県産食材の供給面については、野菜・いも類の産出額は、ほぼ横ばいで推

移しています。 

○ 「とやま食の匠」の認定数はほぼ横ばいで推移し、「地産地消『とやまの旬』応援

団」登録数は増加していますが、いずれも目標には達していません。 
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図23 富山県の野菜・いも類の産出額 

 
出典：「生産農業所得統計」（農林水産省） 
 
 
図24 「とやま食の匠」認定数 

 

出典：富山県農産食品課・農林水産企画課調べ 
 
図25 「地産地消『とやまの旬』応援団」登録数 

 

出典：富山県農林水産企画課調べ 
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５ 食の安全 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
図26 食品表示が適正な店舗の割合・「食品表示110番」件数 

 

出典：富山県農産食品課調べ 
 
 
図27 食品の安全性に関する基礎的な知識を持っている国民の割合 

 
出典：「食育に関する意識調査」（内閣府・農林水産省） 
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○ 「食品表示ウォッチャー」の活動の結果、本県では、食品表示が適正と認められ

る店舗の割合は、近年 95％を超えて推移しています。 

○ また、県民からの情報や問合せ等を受け付ける「食品表示 110 番」20）の対応件数

は、減少傾向となっています。 

○ 一方、食品の安全性に関する基礎的な知識のある国民の割合は横ばいとなってお

り、そのなかで「十分な知識がある」と回答した国民は減少傾向にあります。 
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６ 食育への関心 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
図28 食育に関心のある人の割合（成人） 

 
出典：「食育に関する意識調査」（内閣府・農林水産省） 

「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課） 
 
図29 栄養バランス等に配慮した食生活を送っている人の割合（成人） 

 
出典：「食育に関する意識調査」（内閣府・農林水産省） 

「食育に関するアンケート調査」（富山県農林水産企画課） 
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○ 県民の食育への関心は、全国に比べれば 10 ポイント程度高いものの、やや減少し

ています。 

○ 栄養バランス等に配慮した食生活を送っている県民の割合は上昇しているものの、

依然として全国に比べて 15 ポイント程度低くなっており、食育への関心が実践行動

に結びつかないという課題が改善されていません。 

○ また、全国では、食育活動に参加しない理由として、「活動があることを知らなか

った」と「活動にどこで参加できるか知らなかった」で合わせて５割を占めており、

20 歳代～40 歳代ではさらに高率となっています。 

                           
20）「食品表示 110 番」 食品表示の適正化を図るために、広く県民からの情報、問い合わせなどを受け付けるため
の窓口として県で設置。E-mail syokuhinhyouzi@esp.pref.toyama.lg.jp 

mailto:syokuhinhyouzi@esp.pref.toyama.lg.jp
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図30 食育活動に参加しない理由 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：「食育実践ガイドブック（2016（H28）.3）」（農林水産省） 
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Ⅳ 第３期計画の概要 

 

１ 策定の背景 

 

○ 第２期計画に基づく各種取組みの結果（→「Ⅱ 第２期計画の実施状況」p2～）、直売所・

インショップの販売額や「富山県ふるさと認証食品」の数、農林漁業体験・調理体験を

実施する学校数など、地産地消や食文化の継承の取組みが定着、進展し、食育に関心の

ある県民の割合は着実に増加しています。 

 

○ その一方で、高齢化が急激に進行し、生活習慣病の予防や改善により健康寿命を延伸

することが国民的な課題となるなか、若者世代を中心に、栄養バランスのよい食事を実

践する県民の割合が伸び悩んでおり（→「Ⅲ 食を取り巻く状況」p11～）、朝食を欠食する

子どもや若者の数、「富山型食生活」を実践する県民の割合等について、さらに改善に

取り組む必要があります。 

 

○ また、今後も、グローバル化や生活様式の多様化等が進むと考えられるなか、「和食；

日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登録（2013（平成25）年12月）さ

れたことも踏まえ、引き続き若者世代等へ地域の食文化の継承を図っていくことが必要

です。 

 

○ さらに、2016（平成28）年に本県で開催されたＧ７富山環境大臣会合において「富山

物質循環フレームワーク」21）が採択されたことも契機として、食に関する感謝の念や

理解を一層深め、食品ロス・食品廃棄物の削減等、環境に配慮した食育を推進していく

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

○ そこで、こうした第２期計画の達成状況や食を取り巻く状況の変化等を踏まえ、課題

に的確に対応し、「県民が生涯にわたり健康で豊かな生活を送る」という基本目標を達成

するため、第３期計画を策定し、引き続き食育を総合的かつ計画的に推進します。 

 

○ 第３期計画では、引き続き富山の「食」をベースに、 

・ライフステージに応じた食育 

・健康寿命の延伸に向けた食育 

・食の循環・環境を意識した食育  を計画推進の視点とし、 

子ども・若者世代をターゲットとした取組み、食育を理解し実践につながる取組みを 

重点的な取組みとして、次の３本の柱を軸に食育を推進します。 

（１） 富山の「食」に着目した食育の推進 

（２） ライフステージに応じた健康増進につながる食育の推進 

（３） 食の安全・安心や食の循環を意識した食育の推進 

                           
21）「富山物質循環フレームワーク」 Ｇ７富山環境大臣会合（2016（H28）.5 開催）において採択された国際的な枠
組みで、食品ロス・食品廃棄物の削減など、資源効率性や３Ｒ（Reduce：発生抑制、Reuse：再使用、Recycle：再
生利用）の推進を国際的に協調して取り組むもの。 
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２ 第３期計画の基本方向と推進施策のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①富山の「食」に着目した 

食育の推進 

②ライフステージに応じた 

健康増進につながる 

食育の推進 

③食の安全・安心や 

食の循環を意識した 

食育の推進 

県民が生涯にわたり健康で豊かな生活を送る 

１ 食育県民運動の展開 

・食育推進運動の充実 

・食育推進体制の充実 

  

２ 地産地消の推進や 

生産者と消費者の交流 

・生産・供給体制の強化 

・新たな県産品の活用 

・生産者と消費者の交流促進 

  

３ 魅力ある食文化の継承・ 

創造 

・富山の伝統的な食文化の伝承 

・新たな食文化の創造 

 

１ 子どもに対する食育の 
推進 

・望ましい食習慣の形成に向け

た普及啓発 

・家庭で楽しい食生活の実践と

支援 

・家庭・地域等と連携した食育

の推進 

・豊かな農林水産資源を生かし

た食の体験、学校給食の推進 

 
２ 若者世代に対する食育の 
推進 

・健全な食生活や生活習慣の確

立に向けた食育の推進 

・健康寿命延伸に向けた食育の

推進 

・豊かな農林水産資源を生かし

た食の体験の推進 

  
３ 働き盛り世代・高齢者に
対する食育の推進 

・健康寿命延伸に向けた食育の

推進 

・地域全体で食育に取り組む 

体制の充実 

１ 食の安全確保の推進 

・食に関する情報の理解促進 

・安全な農林水産物等の供給 

 

２ 食の循環や環境を意識し

た食育の推進 

・食品ロス等の発生を減らす食

生活の推進 

・自然環境や食べ物を大切にす

る心の醸成 

推進施策 

施策の基本方向 

基本目標 

 
重点的な 

取組み 

ライフステージに 
応じた食育 

健康寿命の延伸に
向けた食育 

食の循環や環境を
意識した食育 

子ども・若者世代を 
ターゲットとした取組み 

食育を理解し 
実践につながる取組み 

計画推進 

の視点 
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３ 推進目標 

 

○ 推進目標の設定 

第３期計画においても、県民運動として目指すべき目標を掲げ、達成状況を客観的に

把握することができるよう、「定量的な数値指標」とその「将来における目標」を設け

て、その達成に向けて計画的な取組みを推進します。 

 

○ 目標指標の見直し 

第２期計画の達成状況や食を取り巻く課題等を踏まえて目標指標を見直し、第３期

計画では18の指標を設定します。 

 

４ 計画の目標年度 

 

○ 第３期計画の目標年度は、2021年度とし、情勢の変化などが生じた場合は、必要に応

じて見直しを行います。 

 

５ 計画の位置付け 

 

○ 第３期計画は、食育基本法第17条第１項に規定された「都道府県の区域内における食

育の推進に関する施策についての計画」（都道府県食育推進計画）として位置付けると

ともに、富山県食育推進会議条例第２条に基づく計画として策定します。 

 
 
富山県食育推進会議条例（平成 17 年９月 30 日富山県条例第 107 号） 
 
（所掌事務） 
第２条 推進会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 
⑴ 県の食育推進計画を作成し、及びその実施を推進すること。 
⑵ 略 
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Ⅴ 第３期計画の推進施策 
 

１ 富山の「食」に着目した食育の推進 

 

１－（１） 食育県民運動の展開 

  

 

 

 

 

現状と課題 

○ 食育に対する県民の関心は、90％台で推移しているものの、やや低下しています。カ

ロリーや栄養バランスを考えた食事を実践する県民の割合も、さらに増加を図る必要が

あります。若い世代では、朝食を毎日食べる割合が低迷しています。 

 

○ 野菜や食塩摂取の状況は、第２期計画の目標が達成されておらず、引き続き「富山型

食生活」の実践を図るとともに、「富山県健康増進計画（第２次）」22）等と連携したさ

らなる取組みの強化が必要となっています。 

 

○ また全国では、食育活動の存在や食育活動に参加できる機会について知らなかったこ

とが、活動に参加しない理由の半数を占めており、若者や働き盛り世代ではさらに高率

となっています（→図 28「食育に関心のある人の割合（成人））（ｐ24）参照）。 

 

○ こうしたことから、県民が日常生活の中でできることから食育に取り組む気運を盛り

上げ、食育の実践につなげていくため、栄養バランスのよい「富山型食生活」や朝食を

しっかり取る規則正しい生活について、普及啓発する取組み等を引き続き展開し、県民

運動としての食育をさらに推進していく必要があります。 

特に若い世代に対しては、インターネットやＳＮＳ（ソーシャルネットワークサー

ビス）など多様な媒体も活用した情報発信を行い、食育活動への参加を促す環境づくり

を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの方向 

食に関わるさまざまな関係者・団体の連携・協力体制のもと、県民一人ひとりが主

役として参加する食育県民運動の一層の普及・定着を図ります。 

                           
22）「富山県健康増進計画（第２次）」 「健康寿命の延伸」を基本目標に、県民の健康の増進を総合的に推進するた
めの基本的な事項を示す。2013（平成 25）年度～2022 年度までの 10 か年を計画期間として、分野ごとに計 82 項目
の目標を設定して取組みを展開。 
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取組内容 

１－（１）－１ 食育推進運動の充実 

① 「富山型食生活」について代表的なメニューの選定などにより一層の普及・啓発を図

るほか、本県の豊かな食に着目したモデルメニュー集、「富山県版食事バランスガイド」
23）などを活用した各種食育講座等の開催により、食育の実践意欲を喚起します。 

 

② 食育の総合サイト「とやま食育ひろば24）」の一層の充実を図り、ＳＮＳやメールマガ

ジン等を活用するほか、食育フォーラムなど食に関する各種イベントの開催、学校の「給

食だより」、各種情報誌・リーフレットの作成など多様な取組みにより、食育に関する

さまざまな情報を積極的に発信します。 

 

③ 国の食育月間である６月と、県産食材が豊富に出回る 11 月を本県の食育月間とし、

関係機関・団体と行政が連携した各種食育啓発活動を重点的に実施します。 

 

１－（１）－２ 食育推進体制の充実 

④ 富山県食育推進会議を核として、生産者・団体、食品関連事業者・団体、幼稚園・保

育所・学校等、医療・保健・福祉機関及び食育活動を行う関係団体（食生活改善団体、

消費者団体等）等の関係者・関係機関・団体と行政が相互に連携を図りながら、家庭、

学校、地域などにおいてさまざまな取組みを進め、県民ぐるみで食育を推進します。 

 

⑤ 富山県食育推進会議は、第３期計画の進捗状況を適切に評価するとともに、食育の推

進に必要な取組み等について提言を行い、本県の食育推進施策に反映させます。 

 

 

目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

❶「食育」に関心がある県民（成人） 91.2% 95%以上 
「食育に関するアンケート調査」 

（富山県農林水産企画課） 

❷カロリーやバランスを考えて 
食事をする県民（成人） 

54.6% 60%以上 
「食育に関するアンケート調査」 

（富山県農林水産企画課） 

❸「富山型食生活」を実践している県民（成人） 

ご飯を１日に１回以上食べる 93.9%  100% 
「県民健康栄養調査」 

（富山県健康課） 

野菜を１日に 350ｇ 
（小鉢５皿程度）取る 

26.7%  50%以上 
「県民健康栄養調査」 

（富山県健康課） 

魚介類を１日に１回以上取る 68.4%  80%以上 
「県民健康栄養調査」 

（富山県健康課） 

 

 

 

 

                           
23）「富山県版食事バランスガイド」（詳細p31） 食事バランスガイドは、１日の望ましい食事の組合せやおおよそ

の量を「主食」「副菜」「主菜」「牛乳・乳製品」「果物」の５つのグループ毎に「コマ」のイラストで示したもので、
2005（平成17）年に国が決定。これを基に、県が（公社）富山県栄養士会の協力を得て、「富山の食材」や「郷土
料理」など本県の特色を踏まえて作成したもの。 

24）「とやま食育ひろば」 「富山型食生活」各種メニュー集、講師派遣、イベント情報など、食育に関する情報を
満載した、富山県食育推進会議公式サイト。http://www.pref.toyama.jp/sections/1600/syokuiku/index.html 

http://www.pref.toyama.jp/sections/1600/syokuiku/index.html
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富山県版食事バランスガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・食事バランスガイドは、１日にとる料理

の「組み合わせ」と「おおよその量」を

コマの形で示し、「何を」「どのくらい」

食べたらよいか一目で分かる食事の目安

です。 

 

・望ましい食生活は、きれいなコマの形を

しています。朝食を抜いたり、野菜が不

足したりすると、栄養のバランスが崩れ

コマが倒れてしまいます。 

 

・食事バランスガイドで用いる単位「ＳＶ

（“サービング”の略）」は、各料理につ

いて１回当たりの標準的な量を大まかに

示すもので、「１ＳＶ」を１つと数えま

す。 
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１－（２） 地産地消の推進や生産者と消費者の交流 

  

 

 

 

 

現状と課題 

○ 富山県では、「とやま地産地消推進戦略」（2009（平成 21）年度策定）、「新・とやま

地産地消推進戦略」（2014（平成 26）年度策定）に基づき、直売や学校給食等における

県産食材の利用促進、各種イベント等による情報発信など、県民運動として地産地消の

取組みを進めてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの方向 

県産食材を積極的に活用して健全な食生活を実践するとともに、食に対する感謝の

念や理解を深めるために農林漁業体験活動等を促進するなど、県民ぐるみの地産地消

の取組みを推進します。 

 

～地産地消運動の推進による農林水産業の振興～ 
 

１ 生産・供給体制の強化～食料自給率の向上～ 

○消費者ニーズに応じた地域の特色を活かした野菜・果実などの生産拡大 

○安全な農林水産物の生産拡大と供給体制の整備 

○直売活動の充実や、契約販売など新たな流通チャンネルの開拓 

○耕作放棄地の利活用・発生防止と地域特産物の創出 
 

（主な県の取組み） 

・農協主導による大規模園芸産地づくりの推進（１億円産地づくり） 

・適正な農業生産活動の実践（とやまＧＡＰ）の推進 

・市場流通や直売、契約販売等の多様な販売体制づくりの支援 

・耕作放棄地や遊休農地を活用した薬用作物等の作付けやその利用支援 

 

２ 新たな県産品の活用～評価・認知度の向上～ 

  ○６次産業化などの推進による魅力ある商品・サービスの提供 

○地域特産品の差別化や表示の適正化、食品産業の振興 

○来県者に向けた農林水産業や食の魅力のＰＲと県産品の利用拡大 
 

（主な県の取組み） 

・６次産業化や農商工連携、農村女性起業化への支援 

・ふるさと認証食品の登録等による食品産業の振興 

・県内外のホテル・レストラン等への県産食材・商品のＰＲと利用拡大 

 

３ 生産者と消費者の活動促進～県民運動の展開～ 

 ○県産食材に対する理解の促進と優先的に選択する環境づくり 

○県産食材の利用拡大を推進する気運の醸成と食文化の理解の促進 

 ○多様な人材の参画による農山漁村の活性化 
 

（主な県の取組み） 

・地産地消「とやまの旬」応援団の登録と県産品購入ポイント制度の推進 

・都市住民や子ども達と農村との交流の推進 

・「とやま食の匠」の認定、派遣等による食文化の伝承活動の推進 

・旬の食材やイベント開催の情報のメールやホームページでの発信 

新・とやま地産地消推進戦略のポイント 
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○ この結果、直売所・インショップの販売額や、地産地消に積極的に取り組む企業・団

体及び個人（「地産地消『とやまの旬』応援団」）が増加するなど、県民の地産地消への

関心が高まっています。 

さらに、６次産業化などの推進による魅力ある商品・サービスの開発や県産品の活用・

購買気運の醸成など、生産・消費の両面から地産地消を総合的に進める必要があります。 

 

○ また、県民の食への感謝の念や、食を生み出す場としての農林漁業への理解を深める

上で、生産者と消費者との顔が見える信頼関係を築いていくことが重要であり、子ども

や若い世代を中心とした農林漁業体験活動等の促進を通じて、生産者と消費者との交流

を一層進めることが必要です。 

 

取組内容 

１－（２）－１ 生産・供給体制の強化 

⑥ 地域の特色を活かした野菜・果実等の生産拡大、直売所・インショップ等直売活動の

充実や契約販売など新たな流通チャンネルの開拓、新商品開発の支援などにより、生産・

供給体制の強化を進めます。 

 

１－（２）－２ 新たな県産品の活用 

⑦ 地域、学校、職場、病院、食品関連事業者等と連携し、学校での給食や調理実習、学

校給食のほか社員食堂や病院などの給食施設、飲食店等において県産食材を活用したメ

ニューの開発、提供を推進します。 

 

⑧ 「地産地消『とやまの旬』応援団」登録数の拡大や応援団活動への支援、県産品購入

ポイント制度の充実、学校給食への県産食材の利用拡大に向けた供給体制の強化、「富

山県ふるさと認証食品」の普及等により、食に対する県民の関心と理解を深め、県産品

の活用・購買気運を醸成します。 

 

⑨ 富山ならではの食文化の魅力を深く体験できる「越中とやま食の街道」 25）の取組み

や、ホームページ（「越中とやま食の王国」等）、ダイレクトメール等により、県内の食

のイベントや旬の食材情報等を発信するとともに、地産地消の優良な活動を広く県民に

紹介します。 

 

⑩ 宿泊施設等と連携した地場産食材にこだわった郷土料理や旬の地域料理を「朝ごはん」

で提供する取組みを推進し、地場産食材の利用拡大を図ります。 

 

１－（２）－３ 生産者と消費者の交流促進 

⑪ 子どもを含む幅広い世代が興味・関心を持って地産地消や地域の食文化への理解醸成

に取り組み、生産者、食品関連事業者等の努力や食に関する感謝の心を育むことができ

るよう、農作物の栽培や収穫、地場産食材の調理等、農林漁業体験の機会を拡大します。 

 

 

 

                           
25）「越中とやま食の街道」 富山ならではの新鮮で多彩な食材や独自の食文化の魅力を深く体験できる県内のスポ
ット（飲食店、販売店、直売市、加工施設（工場）、史跡など）を巡る周遊ルートを設定し、「越中とやま食の街道」
として全国に発信するもの。 
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目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

❹県産食材（野菜・いも類）産出額 64 億円 79 億円以上 「農林水産統計」（農林水産省） 

❺直売所・インショップ販売額 36.1
億円 45 億円以上 富山県農林水産企画課調べ 

❻「地産地消『とやまの旬』応援団」
登録数 

4,458 6,500 以上 富山県農林水産企画課調べ 

❼農林漁業体験者数 58,877 人 64,500人以上 富山県農村振興課調べ 

 

 

 

 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

【県産品購入ポイント制度】 

実施概要：食品スーパーマーケット・百貨店、青果店、加工食品製造直売所の 

青果・鮮魚・精肉・加工食品に貼り付けてある「地産地消シール」や 

「プライスラベル」などを 10 枚集めて応募 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

○県産品に貼られる 

地産地消シール 
○サービスカウンターや売場で

の応募用紙・応募箱の設置 
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１－（３） 魅力ある食文化の継承・創造 

  

 

 

 

 

現状と課題 

○ 3,000 メートル級の立山連峰から天然のいけすと呼ばれる水深 1,000 メートルを超え

る富山湾まで、その高低差4,000メートルに及ぶ多様な自然に恵まれた本県は、四季折々

の食材が豊富で、農林水産業とも密接に関わった豊かな食文化を築いてきました。 

 

○ しかし、近年、グローバル化や生活様式の多様化が進むなか、県産食材を生かした郷

土料理やその食べ方、食事の際の作法など、優れた伝統的な食文化が十分に継承されず、

その特色が失われつつあることが懸念されます。 

 

○ 2013（平成 25）年 12 月、「和食；日本人の伝統的な食文化」が「自然の尊重」とい

う日本人の精神を体現した食に関する社会的慣習としてユネスコ無形文化遺産に登録さ

れたことも踏まえ、食育活動を通じて県民の関心と理解を深め、伝統的な食文化の継承

に取り組んでいくことが重要です。 

 

○ 取組みにあたっては、これから親となる子どもや若者世代への啓発等を強化するとと

もに、食の多様化に対応し、共働き世帯、単身世帯などがそれぞれ手軽に郷土料理を楽

しむことができるよう、新たな調理方法を取り入れるなど、栄養面、健康面にも配慮し

た新たな食文化づくりを進めていくことも必要です。 

 

取組内容 

１－（３）－１ 富山の伝統的な食文化の伝承 

⑫ 「とやま食の匠」を育成・確保するとともに、地域や学校等へ派遣し、富山の伝統的

な食文化を地域や次世代に伝える取組みを推進します。 

 

⑬ 親子料理教室や「三世代ふれあいクッキングセミナー」の開催等、食を楽しみながら

学ぶ機会を充実し、食を通じたふれあいの輪を広げるとともに、家庭で受け継がれてき

た料理や味、地域の伝統的な食文化が世代間で継承されるよう取り組みます。 

 

⑭ 県産食材を活用した「越中料理」について、ホームページ（「とやま食育ひろば」、「越

中とやま食の王国」等）により、その文化や歴史、提供している県内飲食店等やキャン

ペーンなどの情報を発信し、その普及啓発を図ります。 

取組みの方向 

富山ならではの伝統的な食文化をしっかりと継承していくとともに、新たな食文化

の創造を図ります。 
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１－（３）－２ 新たな食文化の創造 

⑮ 地域特産品である「富山県ふるさと認証食品」の普及や、県民のアイディアを活用し

た新たな産品開発を進め、食文化の創造に向けた取組みを推進します。 

 

目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

❽「とやま食の匠」派遣回数 40 回 60 回以上 富山県農林水産企画課調べ 

❾「富山県ふるさと認証食品」数 313 350 以上 富山県農林水産企画課調べ 
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２ ライフステージに応じた健康増進につながる食育の推進 

 

２－（１） 子どもに対する食育の推進 

 

 

 

 

現状と課題 

○ 生活習慣病を予防し、生涯を通して健康で豊かな生活を送るためには、子どもの頃か

ら望ましい食習慣を身に付ける食育の取組みが重要です。 

自ら食生活を十分に管理することができない子どもには、その保護者が家庭で食育へ

の理解を深め、実践していくことが大切です。 

 

○ 家庭は、子どもの食育を進めるうえでの拠点ともいえ、その役割は重要です。多様な

家庭環境があることを十分認識したうえで、家庭の力を信頼し、長期的な視点で支援し

ていくことが大切です。 

 

○ 家族がそろって食事を取りながらコミュニケーションを図る「 共 食
きょうしょく

26）」は、家族の

ふれあいを深め、食事マナーなどの社会性を養うとともに、楽しい食事がさまざまな食

べ物への興味を引き出し、好き嫌いのない健全な食生活にも結び付くなど、子どもたち

の元気で豊かな人間性を育みます。 

また、親子で食事を一緒に作ることで、子どもの料理への関心と意欲が醸成されるだ

けでなく、食材の特徴や調理法、家庭の味などが親から子へ伝わります。 

 

○ しかし、世帯構造やライフスタイルの変化、経済的な事情等により、家庭での健全な

食生活の実践が難しくなっており、食に対する関心や感謝のこころが薄れ、食事マナー

の乱れや栄養バランスの欠如、肥満やむし歯の増加などが懸念されます。 

その一方で、地域によっては、住民が主体となって、子どもたちに食事や団らん、

交流の場を提供する「こども食堂」などの活動が広がりをみせています。 

 

○ 今後も、保育所・幼稚園・学校等が、家庭や地域等と連携・協力し、農作物の栽培や

収穫、地場産食材の調理などの農林漁業体験活動や学校給食によって、地域の自然や食

文化、農産物の生産・流通等に関わる人々の努力への理解を深め、食べ物への感謝の気

持ちを育む、子どもの発育の段階に応じた食育の取組みを進めていくことが必要です。 

 

 

取組みの方向 

子どもやその保護者の食への関心や理解を深め、健全な食生活の実現と心身の成長

を図ります。 

                          

26）共 食
きょうしょく

 家族や仲間と一緒に食事を取ること。それに対し、一人で食事をするのが「孤食
こしょく

」、同じ食卓に集まって

いても家族等がそれぞれ別々のものを食べるのが「個食
こしょく

」とされる。 
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取組内容 

２－（１）－１ 望ましい食習慣の形成に向けた普及啓発 

⑯ 食育の第一歩として、乳幼児健診などの機会を通じて、母乳育児を推進するとともに、

望ましい食習慣の指導を行います。 

 

⑰ 噛みごたえのある食品を取り、よく噛んでゆっくり味わって食べること、食べ終わっ

たら歯を磨く習慣の大切さを啓発し、子どもの健やかな成長に重要な口腔の健康を保つ

取組みを進めます。 

 

⑱ 「早寝早起き朝ごはん」国民運動や「毎日しっかり朝ごはん」運動などを推進し、「と

やまゲンキッズ作戦 健康づくりノート」27）を活用して、家庭、学校、地域が一体と

なって、子どもの望ましい生活リズムや食習慣の形成を図ります。 

 

２－（１）－２ 家庭で楽しい食生活の実践と支援 

⑲ 毎月第３日曜日の「とやま県民家庭の日」28）から始まる一週間を「とやま家族ふれ

あいウィーク」28）とし、この期間を中心に、家族そろっての調理や食事の大切さなど

を重点的に啓発し、家庭における楽しい食生活の実践を推進します。 

 

⑳ 子育て家庭への各種サービス等を提供する「とやま子育て応援団」制度の利用促進や

協賛店舗の拡大を図り、地域全体で食育に取り組む体制を充実させます。 

 

２－（１）－３ 家庭・地域等と連携した食育の推進 

㉑ 学校における食育を推進するとともに、食物アレルギー等への個別的な相談指導を行

う栄養教諭の指導体制を強化するほか、「家庭教育かわら版ほっとタイムス」29）の活用

等により、保護者への食育に関する情報発信や相談等の充実を図ります。 

 

㉒ 子どもの保護者でもある働き盛り世代を対象に、食育リーダー等による食育講座や調

理教室等を開催し、子どもの望ましい生活リズムや食習慣づくり、保護者自らの食生活

の改善、その他食育に関する情報発信や相談等の取組みを進めます。 

 

㉓ 子どもと高齢者をはじめとする地域住民が交流し、食事の提供等を通じて豊かな人間

性を育む場となる「こども食堂」などの取組みを支援します。 

 

 

 

 

 

                          
27）「とやまゲンキッズ作戦 健康づくりノート」 小中学生が、家族と一緒に自身の生活と心や体を振り返り、健
康な心と体をつくるため、自分の目標を立て、毎日の生活を改善するために活用する本県独自のノート（食生活に
ついての項目もある）。 

28）「とやま県民家庭の日」・「とやま家族ふれあいウィーク」 富山県では、心身ともに健全な青少年を育成し、明
るく楽しい家庭づくりを推進するため、毎月第３日曜日を「とやま県民家庭の日」と定め、県民総ぐるみの運動を
展開。特に「とやま県民家庭の日」を初日とする１週間を「とやま家族ふれあいウィーク」とし、運動を重点的に
推進している。 

29）「家庭教育かわら版ほっとタイムス」 園児や小学１・２年生の子どもの保護者を対象に、しつけや生活習慣、
自然体験や食育など、家庭教育に関するさまざまな情報を紹介・提供。 
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２－（１）－４ 豊かな農林水産資源を生かした食の体験、学校給食の推進 

㉔ 学校給食への県産食材の利用拡大を図り、学校給食を食育の生きた教材として活用し、

地域の食文化を理解し尊重する心を育てるとともに、地産地消を通じて地域の農林水産

業の活性化につなげます。 

○ 子どもを含む幅広い世代が興味・関心を持って地産地消や地域の食文化への理解醸成

に取り組み、生産者、食品関連事業者等の努力や食に関する感謝の心を育むことができ

るよう、農作物の栽培や収穫、地場産食材の調理等、農林漁業体験の機会を拡大します。 

[1-(2)-3-⑪再掲] 

 

 

目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

❿朝食を欠食する県民 
小学５年生 0.8% 限りなく 

ゼロに近づける 
「とやまゲンキッズ作戦 健康づ

くりノート」 

（富山県保健体育課） 中学２年生 2.0% 限りなく 
ゼロに近づける 

⓫学校給食における県産食材の利用量 510t 700t 以上 富山県農林水産企画課調べ 

 

  

栄養教諭による食育授業 農林漁業体験（田植え作業） 
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２－（２） 若者世代に対する食育の推進 

 

 

 

 

 

現状と課題 

○ 進学や就職で家庭から離れて一人暮らしがスタートするなど、生活環境が大きく変化

する機会の多い若者世代は、朝食の欠食率や食の外部化の割合が高く、生活が不規則に

なりがちで、生活習慣病などにつながる恐れがあります。低体重（やせ）の女性が多い

ことも問題です。 

 

○ 若者世代は、結婚から出産、子育てを行う時期を迎えることも多く、親となった自ら

の生活習慣が子どもに与える影響の大きさを認識し、次の世代に対する食育にしっかり

と取り組んでいくことが必要です。 

 

取組内容 

２－（２）－１ 健全な食生活や生活習慣の確立に向けた食育の推進 

㉕ 一人暮らしのスタートなどで、自ら食を選択する機会が増える高校生、大学生、社会

人等を対象とする、食育リーダー等による食育講座や調理教室等を充実させ、食に対す

る理解や調理の実践力を養います。 

 

２－（２）－２ 健康寿命延伸に向けた食育の推進 

㉖ 減塩や野菜摂取を一層促進するため、「食事バランスガイド」、「食生活改善チェック

シート」や減塩レシピ集などを活用し、食事の摂取状況や栄養バランスのチェック、食

生活の改善への実践につなげます。 

 

㉗ 栄養成分表示や減塩、野菜摂取促進など健康的なメニューの提供等を行う社員食堂や

「健康寿命日本一応援店」30）を増やし、食生活の改善につながる取組みを進めます。 

 

２－（２）－３ 豊かな農林水産資源を生かした食の体験の推進 

○ 子どもを含む幅広い世代が興味・関心を持って地産地消や地域の食文化への理解醸成

に取り組み、生産者、食品関連事業者等の努力や食に関する感謝の心を育むことができ

るよう、農作物の栽培や収穫、地場産食材の調理等、農林漁業体験の機会を拡大します。 

[1-(2)-3-⑪再掲] 

 

 

取組みの方向 

生活環境が大きく変化するなかで、健全な食生活を続けて生活習慣病を予防し、心

身とも健康で暮らしていくための食育を推進します。 

                           
30）「健康寿命日本一応援店」 野菜たっぷり、減塩、シニア向け等のメニューを提供し、富山県が登録する県内飲
食店。 
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目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

❿朝食を欠食する県民 
20 歳代 11.4%  

限りなく 
ゼロに近づける 「県民健康栄養調査」 

（富山県健康課） 
30 歳代 3.8%  

限りなく 
ゼロに近づける 

⓬家族で朝食又は夕食を取る県民 
（成人） 

91.8% 95%以上 
「食育に関するアンケート調査」 

（富山県農林水産企画課） 

⓭脂肪から摂取する 
エネルギー比率 

20 歳代 28.3%  20%以上 
30%未満 県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 
30 歳代 27.1%  20%以上 

30%未満 

⓮食塩の１日当たり 
摂取量（成人） 

男性 11.0g  8g 未満 
県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 
女性 9.1g  7g 未満 

❸野菜を１日に 350ｇ（小鉢５皿程度） 
取る（成人）［再掲］ 

26.7%  50%以上 
県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 

⓯肥満者（20～60 歳代男性） 29.5%  25%以下 
県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 

⓰低体重者（20～30 歳代女性） 23.1%  15%以下 
県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 
 

 

 

 

 

 

３０歳代男性の料理教室 高校生の調理体験 
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２－（３） 働き盛り世代・高齢者に対する食育の推進 

 

 

 

 

 

現状と課題 

（働き盛り世代） 

○ 働き盛り世代は、家庭や仕事、地域活動など、生活のさまざまな場面で役割が増え、

健康管理が不十分になりがちとなることなどから、肥満や生活習慣病の発症が多くなる

年代です。 

 

○ 定期健診の受診など健康管理をしっかり行うことはもちろん、健全な食生活に必要な

知識や判断力を身に付け、正しい生活習慣を実現するための食育を、家庭や職場と連携

して行っていくとともに、引き続き次世代への食育に取り組んでいくことも求められま

す。 

 

（高齢者） 

○ 高齢者は、食事の栄養バランスが乱れ、低栄養になりやすいことから、健康状態に応

じた豊かで楽しい食生活を送ることで、健康寿命を伸ばし、生活の質（ＱＯＬ）を向上

させることが重要です。 

 

○ 高齢者の単身世帯は年々増加しており、調理が困難なことなどによる低栄養への対策

や、口腔機能の維持増進に向けた支援が必要です。 

 

○ また、三世代同居の割合が高い注６）本県において、高齢者には、地域の食文化に関す

る豊富な知識や経験を次の世代に継承する中心的な存在として、生産者・団体、食品関

連事業者・団体及び食育活動を行う関係団体（食生活改善団体、消費者団体等）等のさ

まざまな関係者・団体及び行政と連携を図りながら、これまで培ってきた知見を生かし

て食育活動に取り組んでいく役割が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの方向 

健全な食生活を続けて生活習慣病を予防し、心身とも健康で、生涯にわたって生き

生きと暮らしていけるよう、ライフステージの各段階に応じた食育を推進します。 

                           
注６） 全国第５位（平成27年国勢調査結果）。 
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取組内容 

２－（３）－１ 健康寿命延伸に向けた食育の推進 

㉘ 歯科保健活動と連携して、口腔機能を維持し、よく噛んでゆっくり味わって食べる習

慣の大切さを啓発する取組みを進め、生活習慣病の予防や改善につなげます。特に、口

腔機能がＱＯＬ（生活の質）に大きく影響する高齢者がいつまでも健康な食生活を送る

ことができるよう、重点的に取り組みます。 

 

㉙ 地域包括支援センター等の関係機関・団体と連携して、高齢者に不足しがちなたんぱ

く質や脂質等を含む多様な食品の摂取など正しい食生活の普及啓発等を進め、低栄養を

予防し、健康寿命延伸に向けた食育を推進します。 

 

○ 減塩や野菜摂取を一層促進するため、「食事バランスガイド」、「食生活改善チェック

シート」や減塩レシピ集などを活用し、食事の摂取状況や栄養バランスのチェック、食

生活の改善への実践につなげます。 

[2-(2)-2-㉖再掲] 

 

○ 栄養成分表示や減塩、野菜摂取促進など健康的なメニューの提供等を行う社員食堂や

「健康寿命日本一応援店」を増やし、食生活の改善につながる取組みを進めます。 

[2-(2)-2-㉗再掲] 

 

２－（３）－２ 地域全体で食育に取り組む体制の充実 

㉚ 生産者、管理栄養士、調理師、食生活改善推進員31）や医師等による食育リーダーと

しての活動や、食育関係団体の取組みを支援します。 

 

㉛ 食に関する知識や経験が豊富な高齢者をはじめとする地域住民が、食品の安全性や栄

養に関する知識、食事の作法、地域の伝統的な食文化などを次世代に継承する取組みを

支援します。 

 

目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

⓭脂肪から摂取する 
エネルギー比率 
［再掲］ 

20 歳代 28.3%  20%以上 
30%未満 県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 
30 歳代 27.1%  20%以上 

30%未満 
⓮食塩の１日当たり 

摂取量（成人） 

［再掲］ 

男性 11.0g  8g 未満 県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 女性 9.1g  7g 未満 

❸野菜を１日に 350ｇ（小鉢５皿程度） 
取る（成人）［再掲］ 

26.7%  50%以上 
県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 

⓯肥満者（20～60 歳代男性） 
［再掲］ 

29.5%  25%以下 
県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 

⓰低体重者（20～30 歳代女性） 
［再掲］ 

23.1%  15%以下 
県民健康栄養調査 

（富山県健康課） 
 
 

                           
31）食生活改善推進員 地域において栄養・食生活に関する知識や技術の普及・啓発を行うボランティア。 
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ライフステージに応じた食育の実践 ～取組みのヒント～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
取組みのヒント 
・母乳育児を心がける 

・離乳食からよく噛み、飲み込む力を育てる 

・薄味を基本に、食材本来の味を伝える 

乳児期
０歳

目標
食の基礎をつくる

取組みのヒント

・決まった時間に食べ、お腹がすき、食べるという「食のリズム」をつくる

・薄味を基本に、いろいろな食材を食べ、食べたいものを増やす
・食べたら歯磨きする習慣を身に付ける
・正しい箸の使い方を練習する

幼児期
１～５歳

目標
食習慣の基礎をつくる

取組みのヒント
・「早寝・早起き・朝ごはん」で規則正しい生活リズムを身に付ける
・家族と一緒の食事で、食事のマナーや食事の楽しさを身に付ける
・好き嫌いなく食べて、味覚を育てる
・農林漁業体験や調理体験を通して、地域の特産物や食文化への関心を高め、食への感謝の気持
ちを育む

・食に対する知識や、基本的な調理技術を身に付ける
・家族一緒に食材の買い物や食事づくりを楽しむ
・栄養バランスを考えたメニューで食事をつくってみる
・噛むことの大切さを知り、よく噛んで食べる
・食べたら歯磨きする習慣を身に付ける

学童期
６～12歳

目標
体験などから食の大切さを学ぶ

取組みのヒント
・朝食を欠食せず、１日３食バランスのよい食事を取る
・部活動や塾などで生活リズムが変化する中でも、適切な食事を取るために自己管理する力を身
に付ける

・家族と一緒の食事や食事づくりなどにより食を楽しむ
・栄養バランスを考えたメニューや食事をつくってみる
・食に対する知識や、基本的な調理技術を身に付ける
・食品表示や食品安全についての正しい知識を備え、食品を選択する力を身に付ける
・生活習慣病などの正しい知識を身に付け、肥満や無理なダイエットに注意する

思春期
13～18歳

目標
正しい食習慣や知識を身に付ける
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取組みのヒント
・朝食を欠食せず、１日３食バランスのよい食事を取る
・地場産食材を活用した栄養バランスの良い食事をつくる（「富山型食生活」の実践）
・伝統的な郷土料理に関心を持ち、地域の食文化を身に付ける
・家族や友人等とコミュニケーションを楽しみながら食事を取る
・社員食堂等の活用により望ましい食習慣を形成する
・健康寿命日本一応援店を活用する
・生活習慣病などの正しい知識を身に付け、肥満や無理なダイエットに注意する
・食品表示や食品安全についての正しい知識を備え、食品を選択する力を身に付ける
・子どもの食育に必要な知識を得る
・家族での農林漁業体験や伝統的な郷土料理、家庭料理の調理体験を通じて、地域の農林漁業や
食文化を次の世代に伝える

青年期
19～35歳

目標
情報を適切に判断し、食について自己管理できるようになる

取組みのヒント
・朝食を欠食せず、１日３食バランスのよい食事を取る
・地場産食材を活用した栄養バランスの良い食事をつくる（「富山型食生活」の実践）
・家族での農林漁業体験や伝統的な郷土料理、家庭料理の調理体験を通じて、地域の農林漁業や
食文化を次の世代に伝える

・生活習慣病などの正しい知識を身に付け、肥満や無理なダイエットに注意する
・子どもの食育に必要な知識を得る

壮年期
36～64歳

目標
食を楽しみ、病気を予防する

取組みのヒント
・栄養の偏りや低栄養に注意して、自分の体調に応じたバランスのよい食事を取る
・家族や友人等とコミュニケーションを楽しみながら食事を取るよう心がける
・家族での農林漁業体験や伝統的な郷土料理、家庭料理の調理体験を通じて、地域の農林漁業や
食文化を次の世代に伝える

高齢期
65歳以上

目標
健康への関心を高めるとともに、次代への伝承を意識し、行動する
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３ 食の安全・安心や食の循環を意識した食育の推進 

 

３－（１） 食の安全確保の推進 

 

 

 

 

 

現状と課題 

○ 食品偽装問題や食中毒等の食品事故の発生などにより、食品の安全性に関する県民の

関心が高まっており、安全で安心な食品の供給が一層求められています。 

また、食品表示に関する規定を一元化した食品表示法が施行されたことなどから、関

係機関が連携・強化して、食品表示の適正化に取り組むとともに、県民に分かりやすい

形で情報提供を行っていく必要があります。 

 

○ 適正農業管理（ＧＡＰ）や衛生管理の徹底、適切な食品表示等、農林水産物の生産か

ら食品の製造・流通・消費に至る全ての段階を通じて、安全で高品質な県産品の生産・

供給を進めることが必要です。 

 

○ 富山県食品安全推進本部32）と、国関係機関等及び消費者が連携し、食品の安全性に

ついてのリスクコミュニケーションを積極的に実施するなど、さまざまな形で情報共有

を図っていくことが重要です。 

 
 
図31 食品の安全確保に関する推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組みの方向 

安全な食品が供給され、県民誰もが食品の安全性に関する情報を適時的確に入手で

きるとともに、県民自らが食に関する知識と理解を深め、安全・安心な食生活が実現

できるよう取り組みます。 

                           
32）富山県食品安全推進本部 食品の安全性確保に関する施策について、各界各層の意見や要望等を反映した食品安
全行政を推進するため設立。また、食品に係る事件・事故等の発生時に機動的に対応するため、県庁関係部局で構
成する「富山県食品安全推進本部専門部会」を設置している。 

消 費 者

リスク評価 リスク管理

内閣府

食品安全委員会

厚生労働省

農林水産省

富山県食品安全推進本部
(富山県食品安全推進本部専門部会)

連携勧告

連 携

リスクコミュニケーション
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取組内容 

３－（１）－１ 食に関する情報の理解促進 

㉜ フォーラム等の開催や、ホームページ等多様なメディアの活用により、食品の安全性

に関し分かりやすく入手しやすい形での情報提供に努めるとともに、行政と事業者等が

連携してリスクコミュニケーションを充実させ、県民の食に関する情報の理解促進を図

ります。 

 

㉝ 食育講座、調理教室の実施や、ホームページ等の活用により、食材の購入・保存、調

理から食事の各段階までの食中毒予防対策や、原因となる細菌、ウイルスに関する正し

い知識等の普及啓発や情報提供を行います。 

 

㉞ 食品表示に関する規定が統合され、2015（平成27）年４月に施行された食品表示法に

基づく、栄養成分表示の義務化、原材料と添加物の表示やアレルギー表示の改善などの

新たな食品表示制度について、食品表示講習会の実施や、ホームページ等の活用により、

食品事業者、消費者の双方に対し周知を図ります。 

 

㉟ 小売店の実態調査、食品製造・販売業者に対する監視指導、「食品表示ウォッチャー」

の活動、県厚生センターや「食品表示110番」等の窓口における消費者や事業者などか

らの相談への対応等により、適正な食品表示を推進します。 

 

３－（１）－２ 安全な農林水産物等の供給 

㊱ 適正な農業生産活動を実施するための「富山県適正農業規範（とやまＧＡＰ）｣33）に

基づく生産管理やＨＡＣＣＰ34）手法による衛生管理により、安全・安心な農林水産物・

加工食品等の生産・製造・供給を進めます。 

 

㊲ 農産物の放射性物質や残留農薬、食肉の検査や、食品関係施設の監視・指導を徹底し、

関係機関が連携して食品の安全性の確保を図ります。 

 

 

目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

⓱食品表示が適正な店舗 97.8% 100% 食品表示ウオッチャー活動等 

報告（富山県農産食品課） 

 

 

 

 

 

                           
33）「富山県適正農業規範（とやまＧＡＰ）」 持続的な農業生産活動を行うために必要な、安全な農産物の生産、環
境の保全、農業者の安全確保のための『良い（Good）、農業の（Agricultural）、実践（Practice）』の取組みの指針
となる規範。全国初の GAP 推進条例に基づき策定。 

34）ＨＡＣＣＰ（Hazard Analysis and Critical Control Point） 食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生す
るおそれのある汚染等の危害をあらかじめ分析し、工程のどの段階でどのような対策を講じればより安全な製品を
得ることができるかという重要管理点を定め、連続的に監視することで製品の安全を確保する衛生管理手法。 
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３－（２） 食の循環や環境を意識した食育の推進 

 

 

 

 

現状と課題 

○ 日本は、食料や飼料等の多くを海外からの輸入に頼っている一方で、年間 2,775 万ト

ンもの食品廃棄物が排出され、このうち、食べられるにもかかわらず廃棄されている「食

品ロス」が 621 万トンにのぼると推計されています（「食品廃棄物の利用状況等」農林水産省

2014（平成 26）年度推計）。これは、国民１人１日当たり茶碗１杯のご飯に相当する量です。 

 

○ これまで、本県では、食に対する理解や感謝の念を深めるため、農林漁業体験や調理

体験等の取組みを進めてきましたが、現状では、食品ロスが問題となっていることを認

識している県民、食品ロス削減のために取組みを行っている県民とも全国に比べて低い

割合となっています。 

 

○ Ｇ７富山環境大臣会合において「富山物質循環フレームワーク」が採択され、食品ロ

ス・食品廃棄物の一層の削減等を進めることとなったことも契機として、生産から消費

までの一連の食の循環が生産者をはじめとする多くの関係者の努力により支えられてい

ることを意識し、環境に配慮した食育をさらに推進していくことが必要です。 

 

取組内容 

３－（２）－１ 食品ロス等の発生を減らす食生活の推進 

㊳ 「富山県食品ロス・食品廃棄物削減推進県民会議」が中心となって展開する食品ロス

等削減の全県的な取組みのなかで、食品の消費・賞味期限や正しい保存・取扱方法に対

する理解の促進、「3015 運動」の普及等による残さず食べる心がけや無駄なく食材を使

いきる意識の啓発などにより、食品ロス等を減らす食生活の実践を図ります。 

 

３－（２）－２ 自然環境や食べ物を大切にする心の醸成 

○ 子どもを含む幅広い世代が興味・関心を持って地産地消や地域の食文化への理解醸成

に取り組み、生産者、食品関連事業者等の努力や食に関する感謝の心を育むことができ

るよう、農作物の栽培や収穫、地場産食材の調理等、農林漁業体験の機会を拡大します。 

[1-(2)-3-⑪再掲] 

 

目標指標 

項  目 
2016（H28） 

策定時 
2021 目標値 出 典 

⓲食品ロス削減のための取組みを 
行っている県民の割合 

62.9% 80%以上 県政世論調査（富山県広報課） 

取組みの方向 

食べ物やそれを生み出す自然環境を大切にするこころ、「もったいない」の気持ちを

育む取組みを進め、食べ残しなどの食品ロス等の削減につなげます。 
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第３期計画 目標指標 

 

 

目標指標 2016（H28）策定時  2021 目標値 

❶ 「食育」に関心がある県民（成人） 91.2% → 95%以上 

❷ カロリーやバランスを考えて食事をする県民（成人）  54.6% → 60%以上 

❸ 

「富山型食生活」を実践している県民（成人）    

ご飯を１日に１回以上食べる     93.9% → 100% 

野菜を１日に 350g（小鉢５皿程度）取る     26.7% → 50%以上 

魚介類を１日に１回以上取る     68.4% → 80%以上 

❹ 県産食材（野菜・いも類）産出額 64 億円 → 79 億円以上 

❺ 直売所・インショップ販売額 36.1 億円 → 45 億円以上 

❻ 「地産地消『とやまの旬』応援団」登録数 4,458 → 6,500 以上 

❼ 農林漁業体験者数 58,877 人 → 64,500 人以上 

❽ 「とやま食の匠」派遣回数 40 回 → 60 回以上 

❾ 「富山県ふるさと認証食品」数 313 → 350 以上 

 

 

目標指標 2016（H28）策定時  2021 目標値 

❿ 朝食を欠食する県民の割合 

小学５年生 0.8% → 限りなくゼロに近づける 

中学２年生 2.0% → 限りなくゼロに近づける 

20 歳代   11.4% → 5%以下 

30 歳代    3.8% → 5%以下 

⓫ 学校給食における県産食材の利用量 510t → 700t 以上 

⓬ 家族で朝食又は夕食を取る県民（成人） 91.8% → 95%以上 

⓭ 脂肪から摂取するエネルギー比率 
20 歳代   28.3% → 20%以上30%未満 

30 歳代   27.1% → 20%以上30%未満 

⓮ 食塩の１日当たり摂取量（成人） 
男性   11.0g → 8g 未満 

女性    9.1g → 7g 未満 

⓯ 肥満者（20～60 歳代男性）   29.5% → 25%以下 

⓰ 低体重者（20～30 歳代女性）   23.1% → 15%以下 

 

 

目標指標 2016（H28）策定時  2021 目標値 

⓱ 食品表示が適正な店舗 97.8% → 100% 

⓲ 食品ロス削減のための取組みを行っている県民の割合 62.9% → 80%以上 

 

 

 

 

 

１ 富山の「食」に着目した食育の推進 

２ ライフステージに応じた健康増進につながる食育の推進 

３ 食の安全・安心や食の循環を意識した食育の推進 
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Ⅵ 第３期計画の推進方法 

 

１ 推進体制 

 

○ 富山県では、食育の推進にあたり、関係機関・団体等の連携体制を構築するとともに、

栄養学等の各種の専門的知見を取組みに反映させるため、全国に先駆けて条例（富山県

食育推進会議条例）に基づく富山県食育推進会議を設置しました（2005（平成17）年９

月）。 

 

○ 富山県食育推進会議は、市町村、生産者・団体、食品関係事業者・団体、幼稚園・保

育所・学校等、医療・保健・福祉機関及び食育活動を行う関係団体など、食育に係るさ

まざまな関係機関・団体や有識者で構成され、食育の推進に関する重要事項について審

議し、食育推進計画を策定するとともに、計画に基づき、関係機関・団体との連携して

食育の取組みを推進します。 

 

 

図 32 食育の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 政

市町村
・市町村食育推進計画の策定

・「食」に関する知識の普及啓発、

ボランティア等の地域活動への
支援など、食育推進施策の実施

等

幼稚園・保育所・学校等
・「食」に関する指導の推進

・給食等を通じた望ましい食習慣の形成、

地場産食材の活用 等

企 業
・従業員への正しい食生活の啓発

・社員食堂等での健康に配慮した

メニューの提供、地場産食材の活用 等

農林漁業者
・安全・安心な農林水産物の供給

・直売など地産地消の推進

・農林漁業体験活動の受入れ 等

食品関連事業者（流通事業者、外食業等）
・適正な食品表示、衛生管理の徹底

・健康に配慮したメニューの提供

・地場産食材の積極的な活用 等

食育関係団体
（栄養士団体、食生活改善団体、
ボランティア団体等）
・健康寿命の延伸に向けた食生活の実践、

食文化の伝承など、専門性を生かした

食育推進活動の実施 等

家 庭
・規則正しく栄養バランスのとれた食事を

一緒に楽しむ

・食品の安全性や栄養の正しい知識の習得

・地場産食材の購入、郷土料理の伝承 等

県
・県食育推進計画の策定

・食育推進施策の実施、

総合調整 等

富山県食育推進会議

・県食育推進計画など食育推進の重要事項の審議

・県民ぐるみの取組みの推進、総合調整　等

とやま地産地消県民会議
地産地消の推進

富山県食品安全推進本部
食の安全確保

食品ロス・食品廃棄物削減推進県民会議
食品ロス・食品廃棄物削減の推進

富山県健康づくり県民会議
健康寿命の延伸　等
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２ 計画の進行管理・評価 

 

○ 第３期計画の進捗状況の評価は、富山県食育推進会議において、食育の目標の達成状

況を客観的に把握・評価するために設けた「数値指標」により実施します。 

 

○ 目標達成のために必要があると認められる場合には、富山県食育推進会議における検

討を経て、取組内容の充実等を図ります。 

 

  

富山県の 

多種多様な新鮮食材と 

特産品 

 

 

 

 

本県は、海・野・山にまたがる 

その多様な地形から、四季を通じて

豊かな農林水産物が生産され、数々

の特産品が生み出されています。 
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巻 末 資 料 

 

 
用語解説 

関連ＷＥＢサイトＵＲＬ一覧 

富山県食育推進会議条例 

富山県食育推進会議 委員名簿 

第３期計画の検討経過 
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用語解説 

 

１）インショップ（初出ｐ１） 

食品スーパー等小売店内に設置された常設コーナーで、生産者が価格・品目・規格を決

定した青果物を販売する形態。 

 

２）「富山型食生活」（初出ｐ１・詳細ｐ５） 

富山県のおいしい米、新鮮な魚介、野菜などの旬の地場産食材や、地域に伝わる伝統的

な食文化を活かした栄養バランスのよい食生活。 

 

３）「越中とやま食の王国」（初出ｐ２） 

特産品やおみやげの紹介、イベント情報、各種料理レシピの紹介、さらには「ふるさと

認証食品」、「とやま食の匠」、「とやま食の街道」など、地産地消に関する取組み等の情報

を満載して、富山の食文化を県内外へ発信する県のホームページ。富山ならではの食文化

の魅力を県内外に広く紹介するイベント「越中とやま食の王国フェスタ」も開催している。 

http://www.shoku-toyama.jp/ 

 

４）「県産品購入ポイント制度」（初出ｐ２） 

県産品を優先的に選んでもらうため、県産品に付いている「地産地消シール」等を集め

て応募すると抽選でとやまの特産物をプレゼントする制度。 

 

５）６次産業化（初出ｐ２） 

農林漁業者が生産（１次産業）に加え、加工（２次産業）や販売等（３次産業）を行

うことで、生産物の高付加価値化を図る取組み。 

 

６）農商工連携（初出ｐ２） 

農林漁業者と商工業者が互いの技術やノウハウを連携させ、新商品の開発や販路拡大等

に取り組むもの。 

 

７）「とやま食の匠」（初出ｐ２） 

地域で育まれてきた「とやまの食」について、卓越した知識と技能を有し、その普及活

動を積極的に行える個人や団体（県が認定）。依頼に応じて学校、企業、団体等で普及活

動を実施。 

 

８）栄養教諭（初出ｐ３） 

学校における食育の推進に中核的な役割を担い、児童生徒への個別指導や他の教職員・

家庭・地域と連携した食に関する指導と、学校給食の栄養管理、衛生管理などを一体的に

行う。 

 

 

http://www.shoku-toyama.jp/
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９）「『早寝早起き朝ごはん』国民運動」（初出ｐ３） 

子どもが健やかに成長するため、「早寝早起き朝ごはん」を核とする規則正しい生活習

慣の確立を社会全体の問題として推進する取組み。文部科学省の事業をきっかけに、子ど

もの健全育成に関心を持つ企業・団体等で構成する「早寝早起き朝ごはん」全国協議会が

母体となって推進。 

 

10）「『毎日しっかり朝ごはん』運動」（初出ｐ３） 

朝食をしっかり食べて一日を元気に過ごす子どもの育成を目指す富山県教育委員会によ

る取組み。 

 

11）「食育リーダー」（初出ｐ４） 

食育に関する技術・知識を有する者として、食育に関わる各種団体から推薦された医師、

管理栄養士・栄養士、食生活改善推進員、調理師等を「食育リーダー」として県が登録し、

学校や地域が主催する講演・研修等に派遣する制度。 

 

12）「とやま子育て応援団」（初出ｐ４） 

「とやま家族ふれあいウィーク」(毎月第３日曜日から始まる１週間)を中心に、子ども

連れの家族が、協賛店・施設等を利用した場合に、とやま子育て応援団シンボルマークを

提示することで各種サービスを受けることができる制度。 

 

13）「食品表示ウォッチャー」（初出ｐ４） 

消費者が日常の買い物の機会等を利用して食品表示状況をモニタリングし、不適正な食

品表示について情報提供する制度。これに基づき国や県が確認調査し、必要に応じ改善指

導を行う。 

 

14）リスクコミュニケーション（初出ｐ４） 

消費者、事業者、行政等の関係者の間で、リスク（健康への悪影響など）に関する情報

や意見の共有を図ること。 

 

15）「１億円産地づくり」（初出ｐ７） 

ＪＡが主体となった、野菜等園芸作物の大規模産地づくりの取組み。県内 15ＪＡで 23

の戦略作物（2017（H29）.6 現在）を定めて栽培を推進。県は 2010（平成 22）年度から、

栽培技術の実証･確立、販路開拓、専用機械や共同施設の整備などの支援を実施。 

 

16）「地産地消『とやまの旬』応援団」（初出ｐ７） 

地産地消の趣旨に賛同し、積極的に取り組む企業・団体、個人を応援団として募集・登

録する制度。 

 

17）「富山県ふるさと認証食品」（初出ｐ８） 

主要原材料が富山県産 100％、製造工場等が富山県内にあることなどの基準を満たす良
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質な農林水産加工食品を、ふるさと認証食品として全国に情報発信している。 

 

18）食の外部化（初出ｐ12） 

家庭内で行われていた調理や食事を家庭外に依存する状況や、こうした食料消費形態の

変化に対応した、食品産業における調理食品の提供や市場の開拓等の動向の総称。 

 

19）中食
なかしょく

（初出ｐ12） 

レストラン等へ出かけて食事をする外食と、家庭内で手づくり料理を食べる内食の中

間にあって、家庭外での調理食品を家庭や職場・学校等でそのまま（調理加熱することな

く）食べること、又はこれらの日持ちのしない食品の総称。 

 

20）「食品表示 110 番」（初出ｐ24） 

食品表示の適正化を図るために、広く県民からの情報、問い合わせなどを受け付けるた

めの窓口として県で設置。E-mail syokuhinhyouzi@esp.pref.toyama.lg.jp 

 

21）「富山物質循環フレームワーク」（初出ｐ26） 

Ｇ７富山環境大臣会合（2016（H28）.5 開催）において採択された国際的な枠組みで、

食品ロス・食品廃棄物の削減など、資源効率性や３Ｒ（Reduce：発生抑制、Reuse：再使

用、Recycle：再生利用）の推進を国際的に協調して取り組むもの。 

 

22）「富山県健康増進計画（第２次）」（初出ｐ29） 

「健康寿命の延伸」を基本目標に、県民の健康の増進を総合的に推進するための基本的

な事項を示す。2013（平成 25）年度～2022 年度までの 10 か年を計画期間として、分野ご

とに計 82 項目の目標を設定して取組みを展開。 

 

23）「富山県版食事バランスガイド」（初出ｐ30・詳細ｐ31） 

食事バランスガイドは、１日の望ましい食事の組合せやおおよその量を「主食」「副菜」

「主菜」「牛乳・乳製品」「果物」の５つのグループ毎に「コマ」のイラストで示したもの

で、2005（平成 17）年に国が決定。これを基に、県が（公社）富山県栄養士会の協力を

得て、「富山の食材」や「郷土料理」など本県の特色を踏まえて作成したもの。 

 

24）「とやま食育ひろば」（初出ｐ30） 

「富山型食生活」各種メニュー集、講師派遣、イベント情報など、食育に関する情報を

満載した、富山県食育推進会議公式サイト。 

http://www.pref.toyama.jp/sections/1600/syokuiku/index.html 

 

25）「越中とやま食の街道」（初出ｐ33）  

富山ならではの新鮮で多彩な食材や独自の食文化の魅力を深く体験できる県内のスポッ

ト（飲食店、販売店、直売市、加工施設（工場）、史跡など）を巡る周遊ルートを設定し、

「越中とやま食の街道」として全国に発信するもの。 

mailto:syokuhinhyouzi@esp.pref.toyama.lg.jp
http://www.pref.toyama.jp/sections/1600/syokuiku/index.html
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26） 共 食
きょうしょく

（初出ｐ37） 

家族や仲間と一緒に食事を取ること。それに対し、一人で食事をするのが「孤食
こしょく

」、同

じ食卓に集まっていても家族等がそれぞれ別々のものを食べるのが「個食
こしょく

」とされる。 

 

27）「とやまゲンキッズ作戦 健康づくりノート」（初出ｐ38） 

小中学生が、家族と一緒に自身の生活と心や体を振り返り、健康な心と体をつくるため、

自分の目標を立て、毎日の生活を改善するために活用する本県独自のノート（食生活につ

いての項目もある）。 

 

28）「とやま県民家庭の日」・「とやま家族ふれあいウィーク」（初出ｐ38） 

富山県では、心身ともに健全な青少年を育成し、明るく楽しい家庭づくりを推進するた

め、毎月第３日曜日を「とやま県民家庭の日」と定め、県民総ぐるみの運動を展開。特に

「とやま県民家庭の日」を初日とする１週間を「とやま家族ふれあいウィーク」とし、運

動を重点的に推進している。 

 

29）「家庭教育かわら版ほっとタイムス」（初出ｐ38） 

園児や小学１・２年生の子どもの保護者を対象に、しつけや生活習慣、自然体験や食育

など、家庭教育に関するさまざまな情報を紹介・提供。 

 

30）「健康寿命日本一応援店」（初出ｐ40） 

野菜たっぷり、減塩、シニア向け等のメニューを提供し、富山県が登録する県内飲食店。 

 

31）食生活改善推進員（初出ｐ43） 

地域において栄養・食生活に関する知識や技術の普及・啓発を行うボランティア。 

 

32）富山県食品安全推進本部（初出ｐ46） 

食品の安全性確保に関する施策について、各界各層の意見や要望等を反映した食品安全

行政を推進するため設立。また、食品に係る事件・事故等の発生時に機動的に対応するた

め、県庁関係部局で構成する「富山県食品安全推進本部専門部会」を設置している。 

 

33）「富山県適正農業規範（とやまＧＡＰ）」（初出ｐ47） 

持続的な農業生産活動を行うために必要な、安全な農産物の生産、環境の保全、農業者

の安全確保のための『良い（Good）、農業の（Agricultural）、実践（Practice）』の取組

みの指針となる規範。全国初の GAP 推進条例に基づき策定。 

 

34）ＨＡＣＣＰ（Hazard Analysis and Critical Control Point）（初出ｐ47） 

食品の製造・加工工程のあらゆる段階で発生するおそれのある汚染等の危害をあらかじ

め分析し、工程のどの段階でどのような対策を講じればより安全な製品を得ることができ

るかという重要管理点を定め、連続的に監視することで製品の安全を確保する衛生管理手

法。 
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関連ＷＥＢサイトＵＲＬ一覧 

 

 
○ 富山県 

・とやま食育ひろば（富山県食育推進会議ホームページ） 
http://www.pref.toyama.jp/sections/1600/syokuiku/index.html 

 
・食の安全・安心情報ホームページ 

http://www.pref.toyama.jp/sections/1613/anzen/ 
 

・越中とやま食の王国 
http://www.shoku-toyama.jp/ 

 
・とやまのグリーンツーリズム 

http://www.pref.toyama.jp/sections/1605/toyamagt/ 
 

・子育てネッ！とやま 
http://www.pref.toyama.jp/sections/3009/hp/ 

 
・とやま健康ラボ 

http://www.kenko-toyama.jp/ 
 
○ 富山県（民間団体） 

・ＪＡ全農とやま 
http://www.ty.zennoh.or.jp/ 

 
・ＪＦ富山漁連 

http://www.jf-net.ne.jp/tygyoren/ 
 
○ 内閣府 

・食品安全委員会トップページ 
http://www.fsc.go.jp/ 

 
・食品安全委員会季刊誌「食品安全」 

http://www.fsc.go.jp/sonota/kikansi.html 
 

・「食の安全ダイヤル」に寄せられた質問等Ｑ＆Ａ 
http://www.fsc.go.jp/dial/dialqa201703211.html 

 
○ 文部科学省 

・「栄養教諭制度」について 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/index.htm 

 
○ 厚生労働省 

・栄養対策 
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/eiyou/ 

 
・「健康日本２１」 

http://www.kenkounippon21.gr.jp/ 
 

・生活習慣病予防 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/seikatsu/seikatusyuukan.html 

 
・食の安全に関するリスクコミュニケーション 

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/riskcom/ 
 

・子ども・子育て支援（食育の推進について） 
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/boshi-hoken 

 
・独立行政法人 国立健康・栄養研究所 

http://www0.nih.go.jp/eiken/ 
 

・「健康食品」の安全性・有効性情報 
http://hfnet.nih.go.jp/ 

 
・国民栄養の現状（日本人の栄養） 

http://www0.nih.go.jp/eiken/chosa/kokumin_eiyou/ 
 
○ 農林水産省 

・食育の推進 
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/ 

  
・「なぜ？なに！食育！！」 

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/index.html 
 

  

http://www.pref.toyama.jp/sections/1600/syokuiku/index.html
http://www.pref.toyama.jp/sections/1613/anzen/
http://www.shoku-toyama.jp/
http://www.pref.toyama.jp/sections/1605/toyamagt/
http://www.pref.toyama.jp/sections/3009/hp/
http://www.kenko-toyama.jp/
http://www.ty.zennoh.or.jp/
http://www.jf-net.ne.jp/tygyoren/
http://www.fsc.go.jp/
http://www.fsc.go.jp/sonota/kikansi.html
http://www.fsc.go.jp/dial/dialqa201703211.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/eiyou/index.htm
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/eiyou/
http://www.kenkounippon21.gr.jp/
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/seikatsu/seikatusyuukan.html
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/riskcom/
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/boshi-hoken
http://www0.nih.go.jp/eiken/
http://hfnet.nih.go.jp/
http://www0.nih.go.jp/eiken/chosa/kokumin_eiyou/
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/index.html
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富山県食育推進会議条例（平成 17 年９月 30 日富山県条例第 107 号） 

 

（設置） 

第１条 食育基本法（平成 17 年法律第 63 号）第 32 条第１項の規定に基づき、富山県食

育推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 推進会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

⑴ 県の食育推進計画を作成し、及びその実施を推進すること。 

⑵ 前号に掲げるもののほか、食育の推進に関する重要事項について審議し、及び食育

の推進に関する施策の実施を推進すること。 

（組織） 

第３条 推進会議は、会長及び委員 25 人以内をもって組織する。 

（会長） 

第４条 会長は、知事をもって充てる。 

２ 会長は、会務を総理し、推進会議を代表する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指名する委員が、その職務を代理する。 

（委員） 

第５条 委員は、学識経験を有する者及び県の職員のうちから、知事が任命する。 

２ 学識経験を有する者のうちから任命される委員の任期は、２年とする。ただし、補欠

の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 前項の委員は、再任されることができる。 

（会議） 

第６条 推進会議は、会長が招集する。 

２ 推進会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 推進会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決する

ところによる。 

（専門委員） 

第７条 推進会議に、専門の事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員は、当該専門の事項に関し学識経験を有する者のうちから、知事が任命する。 

３ 専門委員は、その者の任命に係る当該専門の事項に関する調査が終了したときは、解

任されるものとする。 

（庶務） 

第８条 推進会議の庶務は、農林水産部において処理する。 

（細則） 

第９条 この条例に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、会長が推進

会議に諮って定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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第３期計画の検討経過 

第 14 回 食育推進会議 平成 28 年 6 月 21 日 第２期計画の見直し検討 

第 15 回 食育推進会議 平成 29 年 8 月 22 日 第３期計画の骨子案の協議 

第 16 回 食育推進会議 平成 29 年 12 月 21 日 第３期計画の計画素案の協議 

パブリックコメント 平成 30 年 1 月 26 日 

～2 月 16 日 

第３期計画案に対する意見募集 

推進会議委員への意見照会 平成 30 年 3 月 8 日 第３期計画の了承 

平成29年10月21日改選

会長 石井　隆一 富山県知事

委員 石黒　康子 富山県栄養士会長

〃 伊藤　孝邦 富山県農業協同組合中央会長

〃 岩田　繁子 富山県婦人会長

〃 大野　朝子 富山県商工会議所女性会連合会副会長

〃 尾畑　納子 富山県消費者協会長

〃 尾山　春枝 富山県漁業協同組合連合会長

〃 勝田　幸子 富山県食生活改善推進連絡協議会長

〃 小谷　和美 富山県調理師会長

〃 笹島　春人 町村会代表（入善町長）

〃 芝田　　聡 農林水産部長

〃 渋谷　克人 教育長

〃 新谷　明美 公募委員

〃 竹本　　泉 富山県中学校長会

〃 田中　幹夫 市長会代表（南砺市長）

〃 中川　清一 富山県食品衛生協会長

〃 中西　千賀子 富山県保育連絡協議会副会長

〃 納村　正彦 株式会社大和富山店

〃 畠山　　遵 富山県私立幼稚園・認定こども園協会長

〃 深井　康子 富山短期大学教授

〃 本多　京子 医学博士・管理栄養士

〃 前田　彰久 厚生部長

〃 馬瀬　大助 富山県医師会長

〃 柳田　ゆかり 富山県ＰＴＡ連合会運営専務

〃 山﨑　安仁 富山県歯科医師会長

〃 吉田　友子 富山県小学校長会
（委員は五十音順）

　富山県食育推進会議 委員名簿
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